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に
相
対
以
配
J

を
半
町
存
す
る
と
、
」
↓
事
者
以
外
の
げ
た
い
川
M
Z
の一悩門川いが
f

l

作
品
い
問
一
小
さ
れ
な
い
お
り
で

れ
が
あ
る
、
そ
乙
で
、
公
開
田
口
付
げ
に
よ
ら
、
ぷ

J

る
こ
ζ

で
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
以
く
投
資
文
一
殺
に
開
示
さ
せ
る
と
い
た

F

も
の
で
あ

匂
っ
す
ぼ
？
わ
ち
、
情
報
開
ボ
キ
さ
け
る
た
め
の
ス
キ
ー
ム
）
し
て
公
開
支
配
…
け
を
利
尽
き
む
匂
の
で
あ
る

他
方
、
公
明
mH沖
円
で
あ
る
こ
ζ

か
ム
安
請
？
れ
る
一
杓
報
活
一
ボ
の
側
F

凶
も
ν？
え
ら
れ
｝
白
。
こ
れ
は
、
公
明
刈
川
H
河
川
川
と
、
う
は
λ
反日
H

の
子
法
ー
ど
こ
る
場
ル
ー
に
、
対
象
と
な
る
般
妹
下
心
恰
都
万
円
札
古
ら
利
持
vu
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
占
め
る
こ
こ
か
ら
、
分
以
信
慌
を
与

お
し
て
九
日
坦
泊
、
法
判
断
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
刀
も
の

／九右
fο～
仰
向
の
み
に
在
日
す
る
と
、
少
ノ
り
伎
の
者
と
の
慌
で
行
わ
れ
る
I
ベ
ル
山
権
移
転
取
引
で
ぽ
、
一
」
洋
平
へ
慨
も
が
hu
の
情
報
お
よ
び
六
人

な iJ:
L、jJ

こ をど
と有
iこし
／よて
るム4い

る

と

開j
n 
訟

戸、w 

CJ 
」

相（
F4
取
引
に
よ
る

ιμ
一洋性移
tjhp
於
リ
L
て
公
開
百
円
判
け
mv
規
制
を
及
川
は
す
必
安
は

υy 

倒j
l且i
i土

]iJC 
」て

れ L-r ,J，、
C >O ー

し、し

む
ふ円
砂崩

と》、
門

に

も
支
配
権
む
移
転
に
際
［
て
f
h諜
院
ボ
一
を
さ
廿
る
た
め
に
公
院

μ
山
刊
行
主
強
制
す
る
第

支
配
権
移
転
の
選
別

わ
が
国
の
強
制
的
公
開
買
代
げ
の
「
士
、
ノ
な
剥
繋

主
選
別
す
る
険
法
が
あ
る
と
い

ー
ル
）
ば
、
刊
と
し
ま
）
い
支
配
権
移
一
折
、
j

望
士
し
く
な
い
ヌ
胤
桟
移
去

す
な
ね
ら
、
幼
学
的
な
え
削
宝
ー
移
u
v
b｝
抑
止
す
る
こ
と
な
〈
、
非
効
半
的
な
支
配
怪
移
転
を

（：：~）＜ iki'' SS (3・1 6' Li56三［＇：f.llJ



い山一J
止
す
る
と
h
w
う
の

ル
ー
ル
士
「
九
州
市
い
し
た
山
後
m
f
b

ア
メ
リ
カ
で

NFZ
一24
3

一ハ

内
相
半
的
じ
内
民
主
犯
般
の
持
y

牡
uhN
抑
！
日
沢
、
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

ν

こ
の
こ
と
は
わ
が
凶
の
議
詣
で
J
O
早
い
段
滑
か
ら
志
知
さ
れ
て

た
だ
、
前
γ
刊
に
〈
い
ど
ば
、

少
な
く
と
も
川
町
作
↓
一
ー
、
は
刈
率
的
な
支
配
権
れ
い
り
移
転
合
め
る
科
、
は
抑
止
し
て
し
ま

h

つ
こ
と
は
、

円
七
こ
で
、

託
制
的
公
開
買
判
げ
に
白
｛
ヒ
れ
ず
な

合
場
v
u
認
め
て
い

コ
ス
ト
に
つ
い
て
倹
コ
叫
す
る
中
て
、
第
一
常
治

川
州
剰
抑
止
に
つ
い
て
は
、

約
二
み
る
こ
と
に

r

る
支
配
権
移
仔
の
遅
別
に
問
、
ぷ
し
は
、
む
し
ろ
、
非
効
半
的
な
終
好
な
灯
比
す
る
機
町
院
が
毛
布
一
で
あ
ろ
う
〉
」
れ
は
、
非
効
詩
的
で
は

あ
る
が
、
百
九
ハ
判
長
が
移
転
捻
に
私
的
引
訴
を
得
る
こ
と
ゼ
利
得
で
き
る
よ
う
な
一
五
配
権
の
お
広
ど
一
防

ιと
き
る
と
い
え
も
の
で
あ
る
し

ル
？
ル
が
守
｝
心
土
、
つ
な
問
問
悼
廿
ー
や
一
十
汁
つ
の
は
、
次

crで
7

仕
メ
均
一
－
ズ
ー
に

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

こ
乃
ソ
ル
i
ル
行
内
で
は
、
賞
付
者
は
主
配
株
主
、
と
そ
れ
以
外
の

一
殺
件
、
に
日
じ
え
れ
じ
い
で
寸
ブ
ァ
ー
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
白
い
。

γ

両
者
に
同
じ
川
H
1慨
は
清
い
」
買
付
け
の
tJ
山
台
が
J
A
一
が
さ
れ
る
口
そ
事
つ
す
る
と
、

給
対
取
引
が
一
司
wv
手
、
れ
る
場
ハ
じ
乙
盈
ハ
ば
り
、
人

な
1

わ九円、

主妹、ア
f

は
般
妹
ム
下
が
千
に
で
き
は
レ
プ
レ
ミ
ア
ム
を
取
伴
「
】
I
G

こ
と
は
で
き
な
レ

t

このけ句人出円に、

日
付
け
、
ν成
立
す
る
に
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
慌
た
さ
れ
な
け
、
れ
ば
な
ら
は
い
司
）

U
A川
和
株
式
数
が
貸
付
株
ベ
数
を
十

校
分
比
例
に
よ
る
買
刊
行
パ
か
と
さ
れ
る
日
」
1
r
r前
抗
と
ナ
る
と
、

へ
2
－

吉
本
有
す
る
株
式
の
林
1
九
州
銀
十
川
界
的
利
益
）

回
る
場
合
に
は
、

＋札口紅株
r
が
オ
ソ
ァ

I
L
l－】
L
る
に
は
、

i
p
 

l
i
N
d
d
レ
十

合一てれいり符↑取引

完
却
し
た
株
式
心

H
付
缶
格
＋

f
残
り
株
の

来
ふ
九
組
tU2

1
コ
r411、
ー
ト

4
〉
と
、
ょ
？

1
J之
？
っ

z
：
一

l

J内
こ
さ

ν

J

恭
子
、

x
I
L
V
L
L
r
J
L
0
4
4
v
r
b
f
し

、

4
1刀
1
7
2
J
A
／
1
u
q，ん

私
的
利
終
日
ザ
常
に
ゼ
日
以
上
で
J

の
る
ー
す
る
と
、
的
作

＋ri
刊
し
伎
の
枇
存
心
支
配
株
ム
下
（
り
状
由
れ
は
常
に
移
転
刊
の
株
式
切
紋
以
ト
と
仕
る
什

的
叩
主
可
一
心
叫
吋
白
川
（
り
一
段
川
登
丁
の
状
態
は
、

株
式
加
佐
の

み
（
ス
配
M
W
土上
y

l
れ
な
り
私
的
引
衿
は
ム
ヤ
パ
し
な
い
〉
な
の
で
、
支
配
除
ニ

MJUじ
る
条
件
前
’
満
た
さ
れ
る
場
ム
円
は
、

く
と
も
指
J
p
r
〆
な
い
、

τ）
に
な
る
の

般
株
、
土
よ
γ少
な

（臥y、記、了＞ ,., r2・1 n ；仁＇i7、JOGふ.11.J
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次
に
、
貸
付
け
が
成
J
r
る
た
め
に
は
、
貸
付
者

（
新
支
配
持
、
ド
工
）
げ
か
貸
付
日
に
よ
ち
宗
一
ゲ

C
な
レ
と
の
条
件
も
減
、
に
さ
れ
う
ほ
け
れ

平」民一、一品、
J
《

Ja

一、

Y
1
7
！
：

J
L
 

決
行
の
支
配
件
、
土
も
一
校
株
主
ー
も
一
穏
を
せ
ず

弘、
N 

---) 

H
利
哀
が
何
ら
か
の
利
引
を
狩
る
す
に
め
に
は

ι 
日川

犯
れ
い
り
株
半
右
中
日
L
て
利
引
を
お
げ
る
の
で
は
江
く
、

企
業
八
工
作
の
缶
倍

へ日刊

λ
い
位
私
的
利
日
空

J
r
M
H
さ什一

ふ
う
す
る
と
、
庭
付
者
は
一
呼
五
日
絞
に
企
業
全
体
心
情
佐
E
P川
上
で
き
る
と
い
ふ
礼
遇
し
を
有
し
な
い
と
主
所
持
を
取
ね
し
よ
う
と
し
た

、ι

、
J

トココ
p
a

ヲ
b

J

L

」

J
J
J
L

移
L
U
後
に
ふ
ん
業
九
l
体
の
制
依
が
卜
み
計
十
る
非
効
市
AI
的
K

I
人
配
権
、
U
一呼
Jh一
は
抑
止
さ
れ
る
と

」
の
ル
i

ル
の
卜
で
は

円
相
一
L
，
引
は
札
前
利

vrど己子一勺
J

手
ν
て
い
た
既
存
の
r
又
配
株
王
が
移
転
校
い
一
般
株
了
し
）
川
川
乙
立
場
に
お
か
れ

る
こ
と
に
！
足
る
た
め

タタ一♂ヘガツア

f
F
f
j
 
（
移
駅
前
に
杓
て
い
た

私
的
引
読
み
」
い
附
っ
し
八
小
れ
ノ
占
め
る
状
怒
に
伝
ら
古
け
れ
ば
山
口
付
け
に
恥
、
に
ゆ

い
h

一
こ
が
ポ

f
J
卜
ぐ
な
う
て
い
る
ζ

い

h
l
f
 

支
配
刊
の
支
配
権
並
府
内
μ

ら
の
一
枚
株
主
の
位
刊
誌

支
配
権
の
移
転
ピ
公
開
出
口
ハ
吋
行
合
中
久
小
中
小
L
U
J

る
こ
と
で
、
支
配
味
ぷ
全
保
有
じ
な
い
対
象
会
社
の
一
れ
ぬ
下
に
J

も
株
式
の
先
却
検
ム
ア
り

乙にしヲ」下品、ノ

〆

1
l
c
l

一
般
株
、
が
ん
山
ま
し
く
J
J

唱
と
考
え
4
C
4
ス
記
者
の
出
現
前
に
対
象
台
引
か
ら
送
出
F
J
る
こ
と
が
で
き
、

占エ削に山川
23咋
院
さ
れ
る
、
一
と
に
一
ぱ
7
G
C

ろ
ヰ
コ
ー
す
な
わ
ち
、

、
、
、
、
、
、

ま
さ
に
事
前
の
辺
出
作
刊
を
与
え
匂
こ
と
に
集
約
C
寺
る
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

支
町
内
ぃ
権
む
移
転
が
守
じ
て
不
利
川
を
受
け
て
か
ら
亡
は
な
〈
、
受
け
ア
一
前
に
卜
え
川
町
一
山
林
ム
下
J
同
じ
条
件
で
株
λ
を
処

強
制

ω公
開
民
付
行
に
よ
っ
こ
般
件
、
土
を
保
護
す
る
と
と
の
意
院
は
、

分
で
き
る
た
め
、
中
坊
位
的
な
J
A
A引
の
問
胞
が
同
避
で
き
る
の

J.i: れ
壬一戸 ！｝ 

［＇）＇よ
U) '' 
保
j主 主主
ど 含
;f 五、
｝必業
で I云
,;: ＃子l
るο3や

支
ま丹E
f： 株

王
た の
と fコ
え認
τ 設
の務
,t C) 

ノ＂＂

民
な
と
の
事
内
問
的
な
汝
拾
の
允
め
の
出
制
度
が
蕊
っ
て
い
な
く
て
も
、

人
々
法
制
反
が
あ
コ
た
と
し
て
色
、
そ
の
エ
ン
っ
す
マ
、
は
将
司
切
で
な
い
か
も

f
れ
な
い

r

規
整
の
内
容
が
ネ
も
P

て
も
没
昧
と
な
ら
三
一
る

を
え
な
い
か
4
r
f引
い
な
い

一
川
や
や
ョ
が
絞
っ
た
制
作
、
需
の
算
｛
に
の
1

V
（
問
状
÷
の
行
為
と
の
対
果
関
係
の
げ
託
が
凶
欧
で
あ
る
仕
こ
の

｝｝

i
y」一山、

（：；~l:iki'' SS (3・1 8' Li58戸l'U'.l :J 



同一日枠内
ω
ヰ
じ
る
か
ら
で
み
点
る
－

V
U制
的
公
阿
賀
付
げ
に
よ
わ
、
子
れ
ら
の
押
－
一
足

4
m避
で
き
る
c

リ
」

J
」

J

J

J

1

 

わ
が
川
内
心
強
制
的
公
開
百
円
判
け
制
皮
は
、
完
ん
に
以
百
出
す
る
格
利
と
向
山
ngし
と
い
る
わ
け
立
は
な
い

公
開
山
口
山
刊
行
を
行

う
場
合
立
も
、
令
林
U
H付
設
筏
が
た
く
ほ
円
山
刊
予
定
数
J
P
J

一説、ズ
7
9
応
募
が
め
れ
ば
拡
小J

比
例
と
な
る

（
詐
取
口
一
点

th決
心
一
第
下
山
明
）

か
ら
ポ
め
る

J

そ
の
よ
う
な
結
合
に
は
、
山
川
存
心
支
配
株
T
r
h

般
件
、
土
も
が
一
川
悼
の
一
帯
げ
か
銭
十
円
J
し
、
新
し
い
支
配
株
王
の
下
て
少
数

株
王
と
し
て
残
存
す
る
こ
と
に
な
る
に

も
っ
と
も
、
主
一
し
、
新
v
J
ノ
＼
支
配
株
ー
に
な
ろ
う
と
ず
る
戸

（
冨
〔
い
し
仰
い
主
ロ
）
が
行
ス
て
あ
ろ
う
全
て
の
打
私
的
刊
日
日
の
引
き
山
、

J
K既
存

の
支
配
除
、
？
が
向
ら
の
利
制
作
の

J
与
に
織
り
ょ
の
ん
で
L

ん
い
却
一
一
で
み
ー
に
メ
刀
一
ズ
ム

殺
株
主
的
保
存
院
も
完
全
ド

こ
L
l
ム
わ
、

え
一
附
崎
ー
移
粒
子
生
ー
）
る
場
合
に
は
、

こ
し
て
な
お
移
転
後
の
会
什
に
残

μ子
る
乙

L
て
も
、
阿
川

正
X
J
乙
司
二

t
t
t
F！
ド

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

行
の
支
配
株
主
も

校
株
主
J
b
u
間対主ハ
zぜ
絞
ら
ほ
い
n

つ
ま
り

山
批
川
州
五
は
支
配
権
移
転
前
に
比
三
、
吐
い
状
態
に
は
お
か
れ
ず
、

か
に
阪
弔
問
さ
れ
す
戸
、
に
な
る
。

山

M川
v

、i19
 

na 
一日

ぃ

f

強
制
的
公
開
山
片
付
け
の
ル
、
ル
は
に
配
椛
移
品
川

A

に
ほ
し
て
対
象
会
札
の
株
ち
の
斗
l

事
扱
い
を
女
請
し
て
い
る
こ
い
う
見
方
、
も
あ
る
叫門

松

F

却
に
、
少
欲
妹
ム
下
と
し
と
銭
有
す
る
こ
と
で
な
九
十
に
は
保
護
さ
れ
な
い
ヨ
乃
一
は

こ
の
仮
氾
が
成

υ
し
と
レ
な
い
場
ヘ
は
す
伝
わ
ち

よ
ク
一
！
？
主
J

け氷
1ト

J
山

F4市平
ノ
／
！

fL

？
J
向
山

市
町
一
存
の
支
配
妹
、
が
日
付
者
に
よ
ハ
ノ
イ
、
将
来
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
な
舵
引
い
拾
の
引
き
山
し
を
泣
小
市
仙
し
て
い
る

い
川
）

場
合
で
あ
る

F

備
を
過
十
九
評
判
L
て
い
る
）

例
え
ば
、

H
利
時
に
は
人
l

く
恕
｛
ヒ
で
夫
九
低
か
っ
た
ポ
ナ
出
で
、

ゴ
ヰ
八
日
三
、
去
、

j
i
J
f
h
i
i
 

私
的
利
〆
川
mu

引
き
山
し
が
れ
わ
れ
る
と
い
っ
た
も
の
が
v
苧
え
ら
れ
る
へ

。

て
織
的
込
町
戸
」
1
／
は
同
部
品
で
あ
ろ
う
と
与
え
つ
れ
る
の
で
、
呼
の
限
り
で
は
般
件
、
五
の
保
護
は
完
全
な
ら
の
に
は
な
ら
な
い

v

十
完
尖
に
は
、
百
戸
山
刊
省
、
L
I
P
Q
A
符
来
の
弘
的
利
、
有
心
引
き
心
し
れ
い
り
可
能
竹
を
へ
十

四

対
象
ム
バ
行
株
、
！
の
平
等
吸
い

開
制
的
公
開
百
周
付
け
は
山

1
A
二
刊
改
正
に
よ
っ
て
と
マ
人
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

J
訟
に
際

L
て
対
象
ム
日
付
の

JF
ニ
の
平
等
ぬ
い

μ体
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一
ゲ
↓
口
的
と
し
て
い
た
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
P

ヶ
法
担
当
者

湖
町
確
に
伯
、
れ
ら
、
れ
て
い
る
わ
行
で
は
は
い
し

ι 
日川

l
i
M
権
の
移
転
に
際
し
こ
相
対
取
引
乞
禁
は
し
こ
公
開
賀
川
刊
け
や
訟
判
別
す
る
川
内
山
間
白
日
い
が
判
待
L

犬
、
内
て
い
す
に
わ
い
円
こ
は

日一

な
い
と
の
作
舗
も
の
い
い
ノ
、
結
足
の
と
こ
ろ
ー
リ
い
い
時
の
考
え
は
明
ら
か
で
は
な
い

、

Z亡
J

U
りん

1
A
m

似
方
、

川1hu町
一
制
約
八
小
」
原
山
口
村
げ
の
晦
マ
人
目
ー
ら
の
品
以

り
時
間
が
れ
っ
て
い
な
い
時
点
で
は
、
学
説
ご
は
十
日

τ扱
い
ふ
れ
臼
体
が
は
的
で
あ
る
と
と
れ
る
説
明
日
か
な
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
な

刀、_, 
公
日
買
い
い
い
け
規
撃
の
自
の
平
時
J

扱
い
な
安
ぷ
す
る
規
定
の
存
在
か
ら
、

74守
一
般
い
が
E
的
で
あ
る
と
よ
考
え
モ
る
c
v
f
m
7
1

強
制

的
公
開
買
川
町
刊
に
批
判
的
な
J

場
し
巾
：
り
は
、
株
ム
の
川
？

い
は
公
開
買
付
け
の
規
怒
に
お
け
る
♂
ヨ
段
い
す
ザ
ず
、
立
主
り
扱
レ
肉
体
を

日
uW
こ
ず
る
一
［
一
巳
鮮
は
、
片
的
y
」
子
設
を
以
り
退
、
え
て
手
段
。
T
’J
己
口
的
じ
じ
し
て
い
る

r
批
判
さ
れ
て
い

わ
が
川
回
の
公
開
票
恥
い
け
の

規
受

σ山
ザ
引
役
資
家
の
ギ
守
扱
、
七
町
一
安
小
本
じ
て
け
る
規
定
は
、
村
川
川
淵
川
不
力
確
保

ι

、
制
佐
川
市
用
防
d
の
域
内
4

か
ら
も
っ
品
川
で
き
る
か
ら

で
ふ
の
司
令

U

れ批判町、判川知也
J

は

子
れ
ま
で
に
才
恥
じ
て
き
た
強
制
約
公
阿
賀
川
一
刊
の
一
つ
の
け
い
一
体
均
な
U
的
と
は
引
の
飢
？
リ
し
た
日
J

七
と
し
亡
、
ー
え

町
一
株
主
と
一
般
抹
ム
下
の
し
ド
生
J

扱
レ
、
ん
存
抗
す
る
の
か
で
あ
ろ
戸
つ
一
す
な
わ
、
旬
、
支
昨
山
裕
修
転
の
門
医
に
お
い

J

＼
そ
れ
ら
の
円
前
心
達

成
、
よ
は
別
に
I
J～
川
林
？
と
一
般
株

e

一下パ
V
J
l弘
d
M
M
い
戸
杯
出
要
治
さ
れ
る
か
で
み
？
G
F

こ
の
上
う
注
文
明
柊
移
転
時
日
対
象
会
佐
川
作
ム
下
心
千
円
Iy扱
い
一
を
同
也
と
す
る
湯
舟
に
は
、

没
然
と
ド
リ
キ
ー
扱
い
や
い

は
十
分

で
な
〈
、

川
井
体
的
内
ど
の
山
川
に
焦
点
を
ム
口
わ
什
て
平
等
抜
い
を
す
る
か
を
川
時
に
す
ャ
匂
必
要
が
あ
ろ
え

一
般
株
、
土
に
い
川
fJ

る
情
州
市
川
開
不
で
の
ギ
等
性
J

／
」
誌
ω
体
す
る
の
で
み
れ
ば
、
円
ご
れ
は

71ム）

の
機
能
に
吸
収
さ
れ
る

ま
こ

校
株
、
土
に
対
す
る
は
よ
白
川

却
機
会
の
斗
l

等
性
確
保
、
と
抑
え
る
な
ら
ば
、
ネ
れ
は

）
の
機
肢
と
γ
半
な
hJ
合
っ
て
く
る
に

－P
子

一

手
7
f↑y
J
l
h

二
」
は
、
売
却
機
会
心
峨

保
ぞ
れ
日
μ
刊
で
は
な
く
、
切
府

も
。
コ
げ
に
日
新
え
配
転
÷
に
も
す
匂
又
一
凶
徒
の
諸
国
か
、

I
J

兆
一
れ
る
機
会
（
退
品
棒
）
宇
佐
保
？
る
こ
こ
が
、

:1:,)(}(lt'?i 「、，5'._3 ・' 10: Li6G：ヲi[iif



L

の
鳩
山
耐
と
し
て
存
え
ら
れ
て
レ
る
ι

て
、
ギ
等
扱
い
J

七
仏
を
強
制
約
六
公
開

μ刊
行
心
機
能
と
み
る
場
今
に
は
、
株
式
を
売
却
し
て
会
叫
円
か
ら
込
山
で
か
一
一
る
こ

と
こ
そ
が
そ
の
機
能
て
：
r

め
る
と
み
る
こ
と
に
な
る
し
か
も
、

、
出
は
る
退
巾
刷
機
会
心
確
り
い
て
は
な
ノ
＼

成
行
れ
い
り
支
配
妹
、
ド
エ
「

同
一
の
条
件
で
の
送
出
、
「
な
わ
ふ
れ
ペ
ー
ペ
似
陸
。
プ
レ
ミ
ア
ム
へ
の
平
月
下
J

参
加
の
時
保
十

v、
味
す
る
も
の
で
あ
屯
ム
M
L
Y

い
、
え
よ
う
わ
一
対
象
会
が

株
王
の

FJで
ぬ
い
は
、
突
き
一
川
め
る
と
I
A
出
搾
プ

ν
ミ
ア
ム
へ
の
ド
守
、
ち
加
を
当
球
す
る
2
昔
、
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
つ

近
時
は
、
わ
か
川
門
の
強
制
的
公
開
買
い
い
い
刊
を
つ
一
心
的
に
捉
え
ゐ
見
解
や
単
制
強
め
44
あ
り
う
る
と
す
る
見
前
ー
も
、
支
配
株
、
土
と
一
般

い
口
体
を
じ
的
と
し
た
わ
、
り
て
こ
か
ら
間
終
的
に
具
体
的
な
税
特
内
科
三
等
く
こ
と
に
は
否
r

心
的
な
も
の
が
あ
る
い

株
之な

お
、
い
か
尚
亡
生
、
託
ょ
凡
ん
川
場
に
お
汁
る
軍
人
乃
山
ノ
↓
1

）
亡
の
投
資
家
の

J

川
与
す
か
っ
、
必
判
制
的
公
開
町
長
J

い
け
制
反
を
品
山
町
、
ょ
う

LJY
る

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

L
V
場
も
み
る
。
す
な
わ
ち
、
氏
証
与
の
沈
没
ル
州
場
は
徹
底
L
た
情
報
邦
以
下
ζ

投
資
若
乃

1
等
取
扱
い
を
出
品
川
川
と
す
る
午
こ
ろ
、

初
回
目
付
脱
出
は
、

月
忌
市
場
合
有
一
9
る
ん
竹
似
副
引
か
の
市
場
れ
取
引
に
つ
い
て
も
一
月
誌
は
限
れ
ご
の
原
逃
を
及
ほ
い
っ
そ
う
と

γ
る
脱
却
で

あ
る
じ
そ
し
て
、
一
ぽ
強
制
約
公
叩
胃
日
付
け
も
同
訴
で
ム
わ
れ
、

γ
等
扱
い
を
八
円
む
流
通
市
場
の
原
坪
を
市
没
外
取
引
に
も
位
ぼ
す
と
こ

ろ
に
忘
誌
が
z
め
る
と
ず
る
も
の

トえいい
ω
株ム下
l
L

一
校
株
ド
エ
の
ド
サ
扱
い
を
干
段
1
〈
し
こ
な
ら
と
も
か
く

支
配
桧
プ
レ
ミ
ア
ム
の
ド
可
分
担
に
犯
人
団
ら
に
い

品川川町

独
立
し
た
月
的
「
い
う
に
い
い
少
な
ぐ
と
も
さ
ら
は
る
松
拠
が
直
要
て
み
ろ
号

よ

r
ード一、

は
桝
別
C
松
州
問
は
小
沢
、
L

れ
て
お
ら
ず
、

川
町
）

i
門
r
引
に
触
れ
た
辺
玲
の
立
場
、
my弘
範
な
え
持
わ
長
け
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
さ
ら
に
、
支
配
権
プ
レ
ミ
ア
ム
の
泌
良
川
ι
4
4
J

～冗米

え
る
と
、
非
効
半
的
な
支
配
権
明
悼
む
、
り
州
止
や

ぬ
株
主
土
心
似
轄
と
は
別
ぺ
支
配
権
問
ゆ
紅
心
対
面
に
円
。
ぃ
、
f
f
ν

ミ
ア
ム
を
一

一
！
宅
分
配
す
る
校
拠
、
？
あ
る
の
か
疑
わ
し
し
じ
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、

ui／
主
ず
、
斗
l

生
一
扱
い
を
独
立
し
去
い
的
ζ

は
せ
ず
に
般
討
を

売
ト
’
ジ
つ

h
v
d
W
1
7
d
l

｝一位

ノミ
J、

（臥y、記、了J''i 13・1 11) l'iGr ヨυor;.nJ 
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信
巾
一
節

強
制
的
公
院
日
付
、
げ
の
ケ
遊
性
に
つ
レ
に

H
r
d
の
関
係

は
、
強
制
約
円
相
Hm
岡
山
口
利
行
制
皮
の
ふ
汁
辺
自
に
開
国
す
る
誌
へ
珊
と
戸
で

い
し
円
的
の
関
係
は
ど
の
よ
う
必
も
の
一
ー
、
＃
め

νJ 

L、

}1-
-r 
、一

／ 

" 」

h」

－~ る
:1:,)(}(lt'?i 「、，5'._3 ・' 12: Li62 ciつi[iif

ι 
日川

ろ
、
す
か
さ
ら
に
、
そ
こ
で
決
主
的
日
目
安

N
2な
っ
て
い
る
の
は
何
で
子
？
っ
か
戸
以
卜

cは
こ

第

（i
－
杭
報
開
不
は
そ
れ
は
体
て
支
配
権

に
つ
き
相
対
取
引
本
位
以
日
ν
る
同
一
防
に
は
な
ら
々
い
｝
そ
も
ァ
て
も
、
公

関
買
付
？
な
す
る
こ
1
／
同
伴
う
桁

m悶
不

、
治
二
の
湖
南
）
は
、
ま
さ
に
一
般
株
ム
TUV」
対
象
と
す
る
公
開
H
H付
け
と
使
わ
せ
る
か
ら
一
こ

J字

な必
｜育支

聞な
ノ、 ω
を規
的制
制 で
ず あ
るる
’Ii'. ' 
・ri f百
；主 N
le'. C') 

L、2ソド
じ 文す

拍、

イナ
在

ず
川
町
供
圧
れ
ば
も
1
6

い
工
ス
ノ
な
、

一
刊
で
伝
V
A
t

の
刷
の
い
刊
川
一
取
引
で
は
そ
の
。

モ
ー
）
て
、
支
出
慌
の
移
転
に
つ
い
て
投
資
材
一
般
に
悩
限
開
示
を
さ
巾
る
べ
き
だ
〉
、
し
て
本

戸
第
の
側
面
）
、
ノ
て
ふ
れ
を
公
開
二
｛

げ
を
強
引
す
る
、
」
と
で
主
成
！
μ

な
け
れ
ば
J

ぼ
ら
な
い
と
は
主
ら
に
は
い
え
な
い
ハ

1
1
1
1ぇ

l
ノ

i
t
l
コ、

い
相
支
耳
J
7
4
d
4
4
E
Y
T

て

支
配
磁
の
開
閉
↑
h
L
対

γ

る
情
叫
川
阿
川
不
を
mH吋
者
一
と
支
配
味
r工～

に
安
求
「
る
出
川
一
段
J
J
考
え
ら
れ
る

し
？
に
が
っ
て

（

i

干
の
み
に
よ
っ
て
、
第
持
能
尚
で
述
ぺ
る
よ
う
な
1

ス
ヘ
を
踏
ま
え
た
一
J
I
4
官
市
初
公
開
貸
付
け
全
日
当

（
巳
支
配
桂
内
廿
転
心
選
別
お
よ
ひ

株
王
の
υ
ト
ネ
伐
と
の
関
係
で
、
一
」
心
第
二
心
側
前
が
必
賓
と
な
る
に
過
ぎ
な
い

ν

そ
う
す
G
と

化
L
f
る
の
は
味
し
レ
と
レ
ら
え
る
一
む
し
ろ

支
配
株
主
に
よ
る
I
F
A
E
濯
濫
川
明
か
ら
の

（ 

正
一
勺
ご
？
と
虫
川
川
ソ
人
九

i

7

7

7

v

y

－
－
4
自
づ

阪
戸
口
利
γ
制
皮
の
ん
T

理
性
を
説
明
で
き
る
は
的
と
ん
は
は
ら
ず
、
込
く
ま
で
も
仙
助
的
な
日
的
で
［
か
ば
い
－

TL
に
な
る
）

第
一
に
、
終
会
均
等
ル

i
生
と
し
円
主
的
に
拡
え
る
論
再
も
指
摘
す
る
下
人
相
之
、
品
川
制
的
公
悶
買
付
け
の
ム
打
開

J

牲
に
関
し
て
（
日
）

I

～

配
権
移
転
、
り
足
別
〈
U

絞
能
は
決
定
的
と
は
さ
れ
て
い

-
へ
口
、
に
は
効
ド
的
な
支
似
催
日
明
記
ψ
抑
止
せ
ず
、
非
効
守
的
な
支
配
格

7
7
J
f
ー、、山中小川ガ
V
N

1
し
司
二
、
l

｝

H
ソ
Y
R
f
i

内
ザ
む
寸
一
宮
抑
止
J
1
る
と
い
て
ノ
↓
つ
の
州
問
問
が
あ
る
が
、
効
率
的
な
も
の
lpγ

灯

7r
〕
て
い
士
号
ミ
ζ

的
な
支
配
慌
の
移
転
を
抑
！
刊
す
る
に
は
他
の
干
没
、
も
考
え
ら
れ
よ
う
υ

骨立



日－

と
ぽ
レ
え
、
機
会
均
等
ル
ー
ル
が
少
な
く
と
も
理
歳
前
に
は
非
訪
中
於
な
I
ノ
民
権
力
移
転
守
↓
抑
止
「
る
の
は
確
か
で
お
る
し
ま
ム

支
記
株
ド
エ
が
存
J

亡
す
る
場
合
に

ぶ

十

刈

J

守
的
な
支
h
p
u

悼
併
の
移
転
を
位

C
T段
に
よ

n
事
前
に
J
W
止
す
る
の
は
錐
し
く

を
の
間
断
、
り
一
ー
、
は

と
れ
い
り
機
能
は
重
安
と
い
え
る
コ
つ
ま

η
、
出
前
心
抑
止
の
必
要
が
み
る
の
に
、
総
心
子
段
に
よ
る
事
前
C
抑
止
が
さ
れ
え
な
い
む
で
み

才L
lギ

一H
と
を
強
制
的
公
円
買
付
げ
に
よ
り
注
成
す
る
必
民
M
Lめ
る
？
と
い
え
る
υ

さ
ら
に
、
貝
付
者
が
支
配
株
！
と
は

J

て
お
払
的
問

益
を
ね
て
刊
但
け
寸
る
タ
イ
プ
心
非
効
守
的

k
t人
配
権
移
］
叫
が
〈
抑

H
で
き
る
の
で
ふ
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
一
校
体
作
ム
丁
（
り
紙
設
が
事
終
的
二

問
題
と
な
る
場
面
が
減
少
「
る

r

ず
ー
ゴ
ー
ね
ち
、
（
と
を
法
成
「
る
一
」
と
で

の
保
一
足
号
令
部
分
間
ピ
達
成
さ
れ
る
側
却
が
あ
る
c

）
支
配
株
：
に

ttQ支
削
権
溢
日
か
ら
の
一
般
株
l

こ
v
h
J
》
－

L

］

j
J

』寸
J

V

は
強
制
的
公
開
去
れ
け
を
花
日
化
す
る
た
め
の
汗
的
の
つ
乙
な
り
う
る
て
あ
ろ

の
二
つ
の
1
J
…
か
ら

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

弓
J

n

1

に
ん
J

一
7
）、

ぞ
れ
は
品
川
、
制
的
公
羽
買
付
け
引
庄
の
行
河
件
に
認
し
て
、
決
定
的
な
妥
司
一
と
ま
C
い
え
る
か
波
間
が
伸
明
る
。

品
川
、
刊
誌
山
公
川
河
口
吋
け
の
合
立
性
を
検
討
す
る
に
際
）
〆
て
決
定
的
に
は
る
の
は

へ
川
）
支
配
叫
王
に

rpQ

第一一デ

支
配
捻
叫
品
川
明
か
ら
の

般
株
主
の
仮
設
と
い
ち
後
能
で
忘
る
か
も
［
れ
な
い
じ
す
な
わ
ち
、
支
記
椛
の
移
転
に
除
し
て
治
割
前
公
開
質

に
よ
わ
、
新
支
配
株
主
に
よ
る
L
Y
民
権
混
出
か
ら
の
一
般
株
、
に
工

べ
一
ぎ
か
に
つ
し
て
わ
一
認
識
が
そ
U
A片
道
生

の
誌
が
請
に
お
け
）
匂
決
心
」
幻
た
も
要
国
の
一
つ
に
な
う
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

一
段
妹
、
の
保
護
L

つ
い
て
の
認
識
に
は
や
や
次

U
C
異
な
る
も
の
が
ん
口
よ
ば
れ
る

ソ
で
い
」

J
f
L

、
援
制
約
公
院
外
い
げ
れ
い
り
ん
μ
逝
竹
に
院

す
る
誌
山
一
何
日
、
1
♂
の
次
正
で
と
り
よ
刊
に
い
川
げ
し
て
い
る
の
伊
を
み
る
ん
一
め
、

険
株
主
一
り
似
J
F刊
に
悶
す
る
認
設
を
い
く
コ
か
の
次
一
花

い
分
げ
る
こ
と
「
す
る
勺

一
般
株
＋
の
保
護
い
問
、

J

て
は

う

一
と
よ
配
権
の
円
相
十
人
い
お
け
る
一
般
持
士
の
保
議
の
必
安
性
に
つ
い
て
の
認
識
と
、

一
え
の
レ
ベ
ル
の
似
護
を
I
凡
r
w
h
f
る
行
め
の
川
店
主
ん
の
じ
斗
作
｛
の
ふ
h

効
性
）
に
つ
い
て
の
認
識
に
分
け
ら
れ
る
」
（

a）

叫
吋
、
々
。

b 

（臥y、記、了J''i 13・1 13) l'iG3 ヨυor;.nJ 
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h」

三
そ
も
そ
も
ど
の
科
ぽ
心
深
渓
か
手
れ
る
べ
き
か
と
、

ヘ
仏
）
保
持
が
必
要
な
場
丙
か
と
れ
ほ
ど
社
じ
る
か
に
つ
レ
亡
の
認

却
に
P

品
川
円
る
こ

1r
が
で
き
る
〔
三
れ
ら
に
か
匂
っ
て

U
M’
制
約
公
開
頁
山
刊
行
の
ム
市
川
性
に
関
す
る
議
J

掃
を
整
理
寸
る
と
次
の
よ
う
に
ヲ
ム
L
F

一UH
 

ρm 
la 

一ovrf 
L2 

＼
 k

 

ι 
日川

治
制
的
公
開
胃
一
利
行
に
日
刊
山
町
な
！
リ
心
仰
は
、

r
a
）
に
つ
い
て
、
支
配
権
移
転
の
場
面
で
は
支
配
格
形
成

c
J崎
直
上
り
必
要
な
河
川
護

の
民
ム
U

い
が
M
M
い
l
y
」
、
七
張
す
る

つ
ま
之
、
買
付
者
H

J
る
支
配
権
の
併
用
に
つ
き
ょ
波
人

り
よ
フ
担
件
、
一
下
」
が
言

F
1七

前
打
う
べ
き
叫
ん
叫
ん
口
は
例
外
的
で
お
る
と
も
九
明

J

る

他
ー
々
、
止
J

心
的
な
立
場
は
ゅ
よ
っ
ご
は
な
い

ν

ヘ

a
）
必
援
な
保
誌
の
蒋
反
に
つ
い
て
は
、
主
配
株
と
同
v
J
条
件
で
付
除
u
q

売
却
ず

る
と
い
号
事
前
の
保
援
が
、

土
z人
、
支
配
怯
の
移
転
の

ノ
／
な
く
に
も
あ
る
引
に
正
法
は
必
与
す
よ
の
認
識
を
坑
徒
十
七
、
J
J
L
い
る
の

場
合
に
ね
に
必
要
な
保
J

読
む
程
度
が
低
く
て
も
よ
い
〆
J
L考
え
て
い
仕
い
っ

LZ）

の
似
誌
が
必
止
官
仕
均
十
川
に
つ
い
て
は
、

批
判
的
な

L
V
場
が
例
外
的
だ
と
指
摘
ム
nJ
る
の
ζ

は
対
山
’
的
に
、
ど
の
払
う
に
考
え
て
い
る
の
か
必
ず
）
J
b
q
校、
4
し
な
v

前
述
の
、
寸
づ
い
～
、
わ
が
庄
の
強
制
的
公
明
資
吋
日
心
規
礼
子
、
は
、

い
わ
ぬ
る
ー
子
残
り
味
」
が
ぺ
i

じ
、
送
μ川
権
を
認
げ
の
司
令
ζ

い
っ
て

も
浪
｛
疋
J心
な
も
の
と
な
る
c

す
な
わ
ち
、
立
川
株
ふ
と
同
じ
価
格
で
持
株
刀
部
ケ
売
却
で
き
、
か
っ
、
よ
れ
り
少
な
い
割
J
J
の
少
欲
外

主
と
し
て
残
存
す
る
科
投
に
m
T
刊
誌
、
？
れ
る
ど
行
で
あ
り
、
完
全
に

を
積
極
的
に
支
持
す
る
見
解
は

L

C

Z

L

う
す
る
と
、
わ
が
判
の
的
一
制
的
公
舵
賀
川
リ
け

の
必
要
性

r関
し
て
、
み
一
心
程
度
で
卜
分
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
か
、
少
な
く
Lf

九

も
Z
C
程
度
心
保
護
は
不
可
欠
で
お
る
と
v
苧
え
る
、
」
と
に

（

b
）
に
悶
し
ー
は
、
批
判
的
な
R
V
助
か
つ
は
、
支
配
株
ム
一
T
り
白
川
訟
義
務
の
ぷ
ん
止
や
不
広
つ
ね
賞
作
、
り
、
世
及
を
通
じ
て

J

剥
川
主
配
M
件
十

に
よ
る
す
～
配
権
の
世
情
か
っ
事
日
投
的
二
少
枚
株
ム
下
を
品
川
洛
で
き
る
と
主
張
主
れ
託
。

他
方
、
わ
が
同
で
ミ
の
よ
ム
弓
子
決
に
よ
り
少
数
株
土
の
保
一
誌
主
達
成
ト
う
る
の
は
国
M
M
で
あ
る
と
の
叩
訴
訟
が
引
初
よ
り
一
小
さ
れ
て
い

士、九一、左人一乙内川ソ、
d
l
d
川
（
勿
？
？

L
Jキ

J

小、

：1
J

I

－

－

F
r
「

1

1

1

i

l

y

－

－

お
け
る
よ
出
Jh

－mu
炉
臼
認
め
扮
の
門
町
げ
が
明
確
で
は
な
く
下
前
規
制
宇
一
般
廃
す
る



さ
ら
に
、
穴
付
者
の
仰
心
義
務
の
設
’
必
ぽ
九
五
社
法
puu射
科

ωJ 

か
ら
外
わ
る
た
め
、
会
付
託
に

1Fげ
る
判
例

U
で
そ
の
行
為
主
規
制
す
る
の
は
矧
’
刊

L
が
た
い
と
も
指
杭
大
れ
る

と
そ
、
れ
に
よ
る
法
的
安
広
性
Y
N
F
A
な
わ
れ
る
1
4
能
性
が
指
摘
さ
れ
と
レ

議
技
人
む
台
（
七
に
叙
す
る
判
例
が
わ
小
一
山
て
禿
Mhし
C
い
な
い
と
の
批
判
に

批
判
的
な
止
場
か
ら
は
、

強
制
的
公
開
買
判

し
て
、

け
り
制
広
が
存
在
し
た
い
ア
メ
り
刀
で
も
メ
の
上
う
広
判
例
が
成
立
し
と
い
る
わ
け
で
は
日
午
〈
、

が
凶
球
ほ
の
で
は
な
い
と
も
に
反
論
手
れ
る
ハ
し
か
し
、

わ
が
阿
川
お
い
て
の
み
事
代
問
的
浅
治

れ
は
、
事
後
的
役
）
r
v
h
r
同
謀
で
あ
る
と
の

に
闘
す
る
持
捕
に
首
按
い
れ
「

え
る
ち
り
と
は
い
い
市
；
l
h
L

な
お
、
強
制
的
公
開
日
付
け
ζ

の
関
連
で
前
乙
り
れ
る
一
」
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
ヌ
配
株
主
の
入
削
持
政
用
か
ら
一
般
除
、
？
を
保

設
す
る
た
め
の
剥
ー
聖
と
し
て
は
、
制
h

止
法
に

d
v
q
結
ム
ド
ホ
L
W末
日
以
判
制
の
整
備
山
本
与
え
う
る
ロ
結
合
企
業
法
的
が
絵
慨
さ
れ
、
事
筏
約
九
也

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

校株、一

τり札
H
H
V
円
が
分
に
な
し
う
る
け
引
あ
れ
ば
、
支
配
権
問
明
恥
の
時
点
で
支
配
権
益
用
か
ら
の
般
川
笠
丁

η
保
一
訟
を
懸
念
す
る
必
望

性
2
1
M
ぽ
く
な
る
n

こ
れ
ら
の
結
合
合
川
柄
引
法
制
や
支
配
株
ヒ
正
信
一
記
義
務
と
レ
っ
た
山
内
笠
は
、
支
配
格
的
特
恥
の
い
司
自
に
止
ま
ら
ず
、

一
般
J

七
に
TF
人々
一株

に
よ
る
支
配
権
品
市
か
ら
一
般
妹
、
一
下
を
保
設
し
よ
う
と
「
る
も
の
で
み
点
る
－
一
｝
れ
に
対
し
て
、
弦
以
前
公
同
社
日
付
け
ぽ
支
配
権
移
転
乃

対
前
の
み
で
炉
心
本
と
す
る

b
の
で
あ
る
υ

す
な
わ
ら
、
ぞ
れ
以
外
の
同
一
市
に
つ
い
て
ま
で
い
M
M
U
Fる
も
の
一
ー
、

＼
十
ペ
記
怪
↓
品
川
市

山之と
P
V
1

日こ、

i
l
i－－
－

h
 

強
制
約
公
陀
m
R利
け
の
よ
う
な
支
配
梧
移
転
の
同
医
に
お
γ
り
る
特
別
な

校
株
、
土

C
h泳
法
が

E
裂
な
の
で
あ
れ
は
、

y
て

の
川
川
十
店
古
川
判
ー
っ
か
内
「
る
必
要
が
あ
ろ
う
ー

第
四
泊

ノJ、

J舌

記
町
時
刊
の
移
転
に
公
開
山
門
R
J
M
け
を
強
制
す
J

令
制
交
の
機
悼
す
・
日
的
、

た
い
且
己
は
、

お
よ
び

の
関
係
亡
、
そ
の
一
。
つ
白
川
河
一
一
の

（臥y、記、了J''i 13・1 15) l'iGoヨυor;.nJ 
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到
時
ょ
に
町
民

43匂
一
一
議
誌
を
桧
町
内
、
分
析
し
て
き
に
。
こ
れ
ら
を
小
認
す
る
と
、
次
の
迫
力
で
忘
る
－

ま
ず
、

い
ず
れ
の
機
能
J

U

平
独
で
は
わ
が
同
心
強
制
的
公
開
汽
刊
行
を
主
勺
牝
す
r
Q
ほ
ど
強
い
目
的
と
は
な
ら
な
い
よ
う
に
抗
わ
れ

ι 
日川

る
つ
「
l

＼
ハ
山
報
庇

j

小は、

支
配
権
移
転
む
選
別

い
ず
れ
の
叩
昨
も
強
制
約
公
開
川
買
刊
行
か
h
切
れ
維
す
こ
と
は
可
能
で
レ
v
U

るつ

は
非
効
守
的
な
支
配
格
移
転
の
抑
止
に
悶
し
て
は
苅
符
で
き
る
が
、

効
平
的
な
支
配
桜
武
二
品
ま
で
抑
止
し
て
し
ま
っ

v

（川）

主
（
り
保
護
は
、
へ
千
株
U
H付
義
務
を
試
し
て
い
乞
い
｝
と
か
、

2
丈
l
h句
、
も
の
T
／
～
は
た
り
え
た
い
っ

川
町
弓

同
州
制
的
公
閉
山
い
い
い
け
は

川小川山？

y
」
て
あ
る
詑
反
の
保
護
を

士
一
地
ヒ
て
あ
る
に
ヘ
皮
（
山
）

Jr達
成

L
、
ま
た
｛

も
た
、
り
↓
ー
と
し
F

つ
怯
ム
円
的
な
日
的
な
お
ち
、
（
一
）
が
そ
の
た
め
の
前
助
的
な
じ
的
と
な
る
制
設
よ
み
る
h

と
が
で
き
ょ
う
、

ル
」
円
ソ
心
L｝
L
1
色
、

ι
川村～に

強
制
的
公
開
山
口
AJKけ
の
戸
在
性
に
闘
す
る
議
p
耐
て
は
決
心
的
／
）
な
っ
♂
に
い
る
仇

に
つ
い
て
の
斗
い
ぷ
が
、

「
て
あ
る
。
さ
ら
に

〔
川
）
は

J
J
必
民
な
町
山
刊
誌
の
四
H
L
1
／
）
（
わ
～
そ
れ
を
！
込
山
四
九
円
J40
たけ町

し
て
刀
法
引
芦
～
に
つ
い
て

に
ト
八
別
で
き
る
n

行
｛
止
慨
ひ
ら
は
ね
〔

（b
〉

h
r
品
川
討
さ
れ
る
。

~－ 、

日
）
人
配
味
王
／
一
般
株
主
の

y
tよ
淡
い
は

ま
に
、

一
般
株
主
の
I
ペ
配
権
ブ
レ
ご
、
フ
ム
ヘ
の
奪
加
を
一
認
め
る
べ
き
か
戸
↓
か
の
認
識
に
関
わ
っ
て
い
る
〈

－－~ 宍7

強
制
約
ぺ
人
民
買
付
け
の
コ
久
ト
と
そ
の
ん
］
珂
沌
に
認
す
る
議
論

第
一
舵

斗可j

半
号
、
は
、
強
制
的
公
開
山
口
付
げ
の
絞
能
2
け
門
的
わ
合
川
町
性
に
悶
ず
る
議
論
L
Y

の
闘
山
一
で
検
一
乙
し
と
持
介
が
、
最
終
的
な
有
制
は
、

規
設
に
比
十
三
ノ
コ
ス
ト
い
百
三
こ
で
怜
討
し
た
は
け
的
を
達
以
十
る
り
に
い
見
合
っ
た
も
の
か
に
よ
る
と
い
え
ユ
う
で
あ
る
υ

そ
こ
で
、
そ
、
り
7

ス
ト
と
〕
て
ど
の
、
て
つ
ー
ゴ
も
の
が
あ
る
の
か
、

J

ス
ト
に
悶
「
ゐ
認
識
？
っ
ム
円
迎
川
川
に
関
ず
る
読
ん
削
い
ど
の
よ
う
ピ
関
わ
3

て
い
る
か
を

検
討
す
る
必
芳
、
が
あ
る

十主
h 

:1:.)(}(ii'?i 「、，5 '._3 ・' 16• Li66 ciつi[iif,liJ



本
早
で
は
、
ま
ず
、
託
制
的
公
舵
買
汀
け
に
…
付
加
1

コ
人

P
に
つ
い
て
恥
し
智
し
、
次
に
、
そ
れ
ら
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
の
認
識
と
強
制

的
公
開
百
円
利
打
♂
ん
理
性
に
関
す
る
議
論
の
間
以
山
乞
み
て
い
ノ
巳

第
一
的

' 
ー人

ト

効ぃ一一
f

的
な
支
配
権
（
り
接
伝
の
抑
止

、
過
剰
抑
止
）

第

章
治
泊
二
で
触
れ
た
よ
う
に
、

強
制
的
公
開
出
片
付
け
ば
、
非
効
半
的
な
：
丈
一
胤
怯
の
移
託
だ
円
で
は
な
く
効
守
的
な
よ
配
権
の

作
物
「
い
ま
で
仰
と
、
二
ー
一
、

τ予
ノ
効
呆
が
あ
る
）
も
ち
ろ
ん
、
相
対
攻
う
に
一
ρ

る
之
町
山
惇
の
円
相
転
が
司
容
さ
れ
て
も
全
て

r
J
E
J
、t

vm口千
J
h
J
山
村

件
憎
む
移
転
が
牛
じ
る
む
け
で
は
な
L

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

し
か
し
、
公
開
宮
H
Kい
け
が
強
制
さ
れ
る
こ
乙
に
も
亡
υ、
強
制
さ
れ
な
い
場
合
よ
り
も
対
法
的
な

支
配
権
の
移
析
が
生
じ
に
く
易
、
な
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
辺
自
に
よ
る
。

支
配
禄
王
は
、
体
ぷ
に
反
映

3
れ
γ
Q
利
主

へ
体
？
人
似
値
」

に
加
え
て
支
配
怪
を
有
一
：
？
？
乙
か
h
，一

i

依
斗
ー
が

f

前
述
の
、
寸
づ
い

に
で
き
注
唱

と
こ
ろ
が
、
訟
川
的
公
開
山
戸
、
付
行
の
下
で
は
、
支
記
件
、
r
は
般
株
主
と
同
じ
条
件
で
し
か

持
株
一
ピ
ー
一
品
川
岬
で
一

J
f
s
L
c
r一
ぱ
わ
ち
、
文
民
抹
ム
下
は

般
枠
内
、
王
と
付
川
町
に
保
む
ず
る
株
式
の
数
に
U
U

じ
た
す
い
VM

売
却
価
格
×
売
却
欽

＋
子
山
間
い
J
H
刊
の
株
式
何
倍
×
手
疲
竹
林
数
〕

し

？
っ
ー
す
る
と
、
え
と
え
買
判

tdc下
で
企
業
全
体
む
缶
倍
が
山
」
す
る
と
し
r

も
、
そ
の
巾
日
ら
既
存
心
支
用
株
主
、
日
移
転
に

k
つ

て
得
、
ア
れ
る

一
株
式
数
に
比
例
し
た
－
間
げ
は
は
、
修

τ請
の
よ
り
低
い
全
体
、
U
令
長
沼
値
一
り
↓
卜
で
広
的
利
訴
を
引
き
出
し
ー
に
拐
ム
n
よ
り

いU
低
く
ほ
る
川
段
位
」
い
U
V
L
め
る
代

こ
の
お
ム
ロ
は
、
全
体
的
な
令
業
側
佐
は
向
上
す
る
（
効
卒
的
hu）

I
A
削除件、
U
移
転
で
あ
る
に
も
か
か
わ

支
配
株
、
ろ
か
川
一
八
作
い
け
に
応
ど
怖
い
こ
と
か
ら
支
配
棒
の
将
一
%
は
げ
〕
な
い
c

相
対
校
引
で
は
、
支
配
株
＋
に
の
み
f

ン
ミ
ア
ム

を
分
配
す
る
こ

r
で
移
松
前
に
込
い
て
い
た
在
的
利
パ
山
を
袴
っ
と
と
が
で
き
る
が
、
的
制
的
公
珂
再
一
訂
い
け
の
、
ー
と
は
そ
れ
が
で
き
仕
い
の

（臥y、記、了＞ ,., r2・1 in l'iG<＇ヨυor;.nJ 
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V伺

一
郊
の
ー
切
半
前
な
支
配
p
碓
の
修
転
が
羽
制
さ
れ
る
の
で
忘
る
ι

-c 
G、

寸

、一

九
つ
い
て
の
仮
定
三
絞
め

十
え
閉
山
株
が

I
然
り
株
の
株
式
似
品
仰
を
過
小
許
制
し
て
し
ま
う
場
合
J

U

考
、
入
ら
わ
る

F

－H
 

つ出ρぬ8
 

na 
一mv

f
 

＼
 

川収

ι 
日川

す
な
わ
ち
、

移
転
後
L
H
利
者
が
新
じ
い
l
i
M
林
、
と
な

d
C
A引
き
山
川
ず
ぷ
的
利
討
に
つ
い
て
戎
存

c
i
m株
ム
下
が
過
大
計
判
L
、小／

数
派
と
し

ν
f
h存
す
る
こ
と
を
必
要
以
ト
に
ぜ
れ
る
場
合
で
あ
る
｝
こ
わ
ば
、
例
え
ば
、
大
き
な
引
払
的
初
任
主
引
き
出
し
て
き
た
瓦
似

株
王
が

貸
付
者
も
rH、
り
と
阿
川
伸

了
め
る
い
は
エ
れ
は
上
に
）

山
大
＃
な
私
的
利
益
を
づ
き
仰
す
の

二
山
主
主
で
は
な
い
、
り
に
、

で
は
な
い
か
と
続
〉
つ
よ
う
な
ち
の
が
考
え
ら
れ
る
し
こ
の
よ
人
ノ
な
場
合
、
は
分
い
ん
測
に

ttり
ん
て
の
H
U
M
伴
す
売
却
で
き
な
い
川
従
性
の

あ
る
ル
ー
ル
の

f
で
は
、
既
存
の
け
ス
削
除
、
ニ
は
支
配
株
式
の
売
却
を
片
山
税
庁
υ

か
ね
ー
ゴ
し

さ
ら
に
、
卜
記
の
よ
う
な
目
だ
け
の
ど
川
権
の
移
転
で
は
日
く
、
何
回
に
ふ
り
十
一
る
支
配
権
の
移
転
す
相
勺
三
2

る
ベ
ァ
人
出
作
！
ん

を
取
ノ
付
し
た
蓄
が
利
付
米
、
自
ら
そ
心
主
配
M
什
」
ぺ
を
売
却
し
h
J

い
と
巴
ツ
ん
γご
さ
も
、
吋
叫
一
様
に
を
配
慌
プ
レ
ミ
ア
ム
の
分
配
」
U
Y
N
M
訓
さ
れ

る
こ
こ
に
な
り
、
支
配
権
ザ

l
ミ
γ
ム
を
独
占
す
る
こ
と
ひ
て
き
仕
い
。
そ
の
、
」
こ
は
、
料
旬
、
浴
J

仏
的
な
支
配
権
取
住
尋
常
者
り
収

中
日
時
の
行
動
に
影
響
を
ワ
え
う
る
の
で
あ
れ
、
公
開
口
付
け
、
い
強
引
さ
れ
る
ル

l
ルハ
v
i
に
b
N
る
1
え
が
山
権
の
取
得
自
体
の
イ
ン
セ
ン

フ
／
ノ
古
紙
下
さ
は
い
一
、
効
半
的
な
支
配
維
の
移
転
を
も
抑
制
「
る
こ
と
に
な
λ
J
L

そ
の
佐
mv
コ
ス

1
公
開
賀
利
行
t
ト
休
心
コ
ス
、

一
一
で
述
べ
た
過
剰
抑
止
以
外
に
も
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
討
も
［
れ
は
い
が
コ
ス
ド
は
存
と
す
る

F

相
し
吋
取
引
な
ら
ば
不
安
な
、

公
開
山
貝
ハ
川
け
守
山
の
も
の
に
要
す
る
f

フ
ハ
ト
が
L
人
州
防
惜
の
球
玄
に
か
か
る
こ
2
H
な
る
伊
、
り
で
お
る
し

lト
れ第
iど

なタご
い『問

(j 

fす
: J-

DQ 

規
市l
r半

も
G) 

'-'. 
Jち
る

引
い
況
明
書
J
V
一作成ー）、

公
開
H
H
付
開
始
公
色
な
し
ん
か

に
、
公
閉
山
間
一
一
ド
い
い
チ
イ
ィ
は
公
開
川
一
九
日
付
円
相
山
主
下
宮
内
閣
絵
理
大
rpに
提
出
し
な
け
れ
ば
た
、
コ
な
し

F
小
山

川
片
付
け
に
応
ヒ
よ
う
と
す
る
者
f

九
九
九
討
し
な
け
れ
ば
k
hな
い
。
崎
市

ま
ず
、
八
ム
関
口
付
げ
を
寸
る
場
合
円
は
、

〆：、

z
v
T
 
公
開
資

に
、
公
開
川
片
付
K
4
4
人
の
丁
数
判
な
ど



公
庇
賀
川
口
仁
川
に
ち
つ
雫
務
費
用
、
か
パ
ー
じ
る
乙
ど
ー
れ

γ

は
ど
よ
き
な
も
の
か
は
別
こ
し
て

一飢一

第
一
に
、
公
開
買
山
刊
行
に
は
一

fumv
期
間
を
要
す
る
の
で
、

h

れ
ら
に
は
当
然
心
、
ア
こ
な
が
ら
費
川
が
か
か

支山一～柱

時
間
が
か
か
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
～
も
ヨ
じ
る

d

捨中一／いい

ゴ
フ
ハ
ト
と
強
制
的
公
開
賀
川
川
け
の
台
国
松
山
関
す
る
一
一
政
治
の
関
係

強
制
的
公
開
買
付
け
の
止
用
い
れ
に
閲
す
る
議
論
て
は
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ス
ト
は
2
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
ゐ
の
で
為
ろ
う
か
つ

ま
ず
、
本
意
24
二
泊
二
で
一
叫
べ
た
過
剥
抑
止
以
外
の
コ
ス
ト
、
お
い
公
開
口
い
い
い
け
凶
体
に
要
す
る
コ
ス
ト
い
つ
い
て
は
、
批
判
的
な

の
に
対
L
て
、
ヮ
t

心
的
な
r

坊
は
関
心
を
弘
コ
て
い
な
い
よ
λ

で
あ
る
c

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
レ
山
卜
在

x
J

判明は
J

｝
り
あ
げ
て
い

測
で
し
か
山
い
古
、
よ
じ
た
り
同
州
市
立
場
が
関
心
を
持
た
以
い
の
は
、

こ
の
ゴ
ス
ト
は

7
れ
ほ
ど
人
き
く
な
い
乙
い
え
る
か
ら
か

1dC
れ
な

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

仁八昔、

γ
か
と
う
か
は
戎
誌
の
余
地
が
あ
り
う
る
が
、
少
な
く
、
／
了
へ
こ
の
ー
ス
ト
の
み
で
強
制
約
公
明
日
河
内
の
刻
吹
か
｝
強

く
批
判
E
る
の
は
難
L
い
で
あ
ろ
ろ

で
述
べ

r治
判
抑
d
m山
一
方
で
ム
わ
ろ
、
つ

C

批
判
お
た
立
場
し
は
、
勺
一
刻
約
ハ
小
山
町
買
什
打
h
V」

忘一

批
判
す
る
碍
巾
と
し
て
、
足
利
抑
J
U
ん
と
重
刻
し
て
司
る
c

わ
が
一
出
で
は
、
子
会
社
の
ま
ま
」
湯
ず
る
場
台
J
G
多
い
三
と
も
、
刈
A
Iむ
な

そ
う
J
9
司
令
と
、
決
主
的
な
の
は
本
章
治

話j

支
記
捻
心
持
作
認
が
出
工
口
き
れ
る
三
と
を
重
視
寸
る
理
由
1
C
な
ろ
う
い

過
剰
机

d
ど
川
…
視
し
て
い

ず
に
ふ
寸
ひ

P
」示、

j
l
t
J
L
 

効
率
的
立
支
配
位
向
叩
い
h
c
引
ョ
止
や
で
さ
る
た
け
小
、
さ
く

当
然
、
中
判
定
的
主
【
リ
場
も
、

す
る
む
山
て
の

υ
反
論
i
り
抗
人
長
が
之
さ
れ
て
い
る
の
は
、
円
ど
の
税
れ
で
あ
る
1
／
い
え
る
一
」
れ
は
、

慨
に
一
分
、
り
を
お

え
る
株
式
J
Y
f
司
寸
心
株
ム
下
が
さ
ら
に
市
場
外
て
頁
い
活
十
山
崎
む
を
例
外
と
し
た
り
、
付
政
機
関
や
円
、
土
川
崎
削
機
悶
九
及
川
設
を
付
与
し
て

池
田
除
外
JK
判
断
さ
サ
？
と
い
コ
た
提
案
内
、
あ
句

d

J

？
乙
ー
も
、
予
」
幻
よ
戸
、
に
尚
一
対
抑
止
を
抗
除
1
J

つ
つ
1
弘
、
最
終
的
に
は
で
の
い
又
配
権
移
転
が
羽
宍
さ
れ
る
こ
と
も
晶
子
h

J

え
J
V
一ない

（臥y、記、了J''i 13・1 19) l'iG9 ヨυor;.nJ 
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、ζ
ドザもえメャ心

り
わ
日
支
配
権
混
用
か
ら
の
ム
般
株
主
の

f
dわ
九
、
十
で
み
た
政
秘
的
公
院
賞
刊
行
の
い
門
前
の
達
成

U
Rせ
J

ラ

に
は
、
あ
る
科
皮
の
過
刷
抑
止
は
仕
方
が
な
い

ア
」
、
一
〉
、
h
d
L
4

、々
q
l
r
f
L
h
u
r

’ムJν

4
1
K
L
v
rぶ
－

i
p

ι 
日川

と
し
て
、
強
制
的
公
原
買
判

h
C
コ
ヌ
ド
に
似
し
て
は
、
代
詩
的
江
川
胤
牲
の
ド
ー
で
心
r
7
ヘ
？
に
つ
い
マ
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
も
院

わるわ一

強
制
的
公
開
H
H付
げ
を
廃
d
う
じ
て
も
、

ど
の
レ
ベ
ル
で

t
れ
ら
の
円
的
十
造
成
す
る
の
一
f

あ
れ
ば
判
ら
か
の
代
替
的
、
J
T
m
H

が
必
更
と
な
り
、
ふ
れ
同
伴
う
コ
ス
ト
も
尚
…
学
し
な
く
て
は
な
ら
必
い
か
ら
で
ふ
る

L

特
に
支
配
防
h
t
品
川
市
か
ら
の
一
校
株
主
の
保
護
二

関
し
て
は
ず
毛
布
広
上
y

な
り
そ
う
で
あ
る
〉

v戸

c 

批
判
的
た
J

一
場
は
、
的
制
的
公
開
z
u
H
N
け
〉
い
う
い
三

τの
競
挫
で
で
け
も
、
丈
一
川
株
こ
の
信
認
義
務
の
、
民
、
つ
な
む
州
内
的
な
競
艇
i

勺二

一対

の
似
護
を
似
る
こ
子
町
主
張
す
る
。
三
れ
は
、
事
後
的
に
侶
別
に
け
刈
応
ず

J

る
方
パ
小
、

内
い
い
に
事
前
の
対
査
を
敷
〈
よ
り
J

徳一

ー
ス
ト
が
ほ
い

t
認
調
L
て
い
る
ζ

も
刻
、
え
ら
れ
る
。

）

hrL
、
事
佼
治
な
征
阿
川
心
川
刊
点
が
必
ず
し
も
安
’

h
山
に
行
わ
れ
る
わ
日
で
は
な
川
し
、

エ
／
プ
ォ
l
ス
の
ん
J

め
一
り
コ
ス
ト
J
も
か
カ

汁
戸
別
な
立
場
は
む
l
ろ
字
削
心
規
敵
れ
に
よ
三
－
こ
れ
ら
の
間
惣
を
凶
遊
L
て
ひ
ん
初
安
寸
一
世
を
確
保
す

7
匂

J

と
の
草
要
性
官
、
ド
工
張

す
な
わ
ち
、
也
の

T
伐
の
刀
が

一
法
的
安
定
時
よ
か
牛
八
わ
、
れ
て

人
1

円
か
戸
川
く
な
っ
と
し
ま
う
可
能
川
河
古
不
唆
［
に
レ
る
し

な
Jコ

事
後
的
な
い
y
k～
と
し
こ
は
、

一
般
株

純
一
一
作
業
よ
し
制
の
！
リ

U
化
し
一
い
う
J
段、
4
0

考
え
ら
計
る

結
合
企
去
五
制
に
よ
り
、

心
事
後
的
な
似
議
一
一
似
る
場
合
と
む
比
較
も
必
血
立
て
お
ろ
う

xrヮ～円、
hh前

害
l

弟
二
日
わ
ニ
ゼ
み
た
下
0

ヤ
ー
ド
強
制
的
公
悶
胃
一
付
げ
に
下
人
り
非
効
率
的
な
支
配
佳
作
ゆ
が
、
が
ね
止
さ
れ
る
が
、
相
対
取
引

が
認
め
ら
れ
る
お
九
円
九
は
そ
の

市立げかいめマ勺ス
J
C

の
一
誌
は
守

こ
れ
も
、
代
守
的
日
規
笠
に
一
だ
け
る
コ
ス
ト
2
し
て
考
応
ず
る
必

:1:,)(}(lt'?i 「、，5:_2 -' ~o: i:;;・u：ヲi[iif.liJ



崎
町
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信市一円札
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ま
〈会

U
K
ロ
サ
号
、
中
込
山
、

A
i
h
i
 

コ
プ
ト
と
こ
れ
ら
け
戸
強
制
的
公
悶
買
付
け
の
合
珂
性
九
悶
「
る
誠
一
ね
と
と
の
」

強
制
的
公
開
山
口
付
げ
の
絞
能
・
け
門
的
、

う
な
関
係
に
あ
る
の
MJ
、
ユ
」
」
亡
、
そ
れ
ら
の
議
論
で
い
判
が
決
定
的
！
ょ
安
出
と
た
う
こ
い
る
の
か
な
検
討
し
、
き
た
っ
ユ
」
心
山
川
山
討
を
ま

と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
c

政
制
的
公
開
四
一
い
一
い
い
け
の
機
能
は
、

情
報
開
ぺ
又
一
配
棒
移
転
の
ハ
法
判

（
特
い
い
非
効
些
的
な
ャ
ム
民
社
惟
移
町
山
一
山
l
℃
？
マ
へ
似
松
川
端
円
ぶ

ら
の
般
紙
土
の
保
E
点
、
お
よ
び
故
い
エ
の
山
壮
一
j
R扱
い

支
出
椛
ブ
レ
ミ
F

ム
へ
の
怠
～
思

の
似
つ
に
集
約
で
き
、
と
れ
ア
ル
日

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；I；与寄与

的
と
は
り
ろ
る
。
的
問
中
一
的
公
明
買
付
け
の
ん
口
四
位
の
吋
慨
は
、

戸
、
の
ぷ
う
は
J
1

（
体
的
な
司
山
川
と
の
河
一
係
で
抑
え
ら
れ
る
n

？でし
ζ
、ム円

日司糾問戸山町周一
9
る
句
読
論
て

ω、戸一の内川↑／
L
d戸f
H
に
支
配
権
川
市
用
か
ら
の
紋
妹
下
の
保
一
定
が
、
ヨ
お
「
戸
、
次

L4に
な
要
因
ζ

一ぽ
J

て
い

る
よ
ラ
に
UR
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
一
般
妹
、
の
川
決
議
は
、

5

必
史
性
、
お
よ
び
ど
の
よ
う
た

T
段
で
そ
れ
を
達
成
す
る
の
か
に

ハ
刀
げ
る
こ
と
が
f
き
る
c

店
制
約
公
院
賞
刊
行
の
合
在
吟
に
践
す
る
議
ヘ
献
で
は
、
特
に
従
者
に
つ
w

て
の
一
試
設
が
よ
さ
く
卓
司

J

川市
J
J

て
い

る
が
、
前
一
午
引
い
に
つ
い
て
も
お
り
て
ら
く
百
八
段
っ
て
い
る
と
い
ス
る
コ

治
制
約
八
公
開
買
付
け
の
コ
ス
川
に
民
L
こ
は
、
効
率
的
な
支
配
権
移
一
折
、
ま
て
山
抑
止
し
て

L
事
2
｝
と
、
日
叫
よ
び
公
阪
戸
口
利
行
点
体
に

ぽ
う
J

之
、
ト
が
あ
る
υ

こ
り
う
ち
で
、
霊
安
な
の
ふ
H
1
F
で
あ
り
、
強
制
的
公
開
H
H
付
げ
に
批
川
円
的
必

υ
場
が
こ
れ
を
正
視
し
て
い
る

だ
げ
で
h

な
〈
、
行
定
的
な
立
場
主
」
れ
を
認
主F
し
て
い
る

L

た
だ
し
、
心
終
的
に
は

や
じ
を
停
と
い
も
の
j
考
J

す
や
か
↓
心
円
か
の

万九
ω糸
川
、
山
ふ
寸
f
、
～
弘
つ

7
L
1
7ヘν

ど
一

H
i－
－

J

一

L
i

ウ
小
？

γ札
、

強
制
的
公
開
豆
町
け
の
ち
た
、
つ
寸
ゴ
ー
ス
ト
の
汗
姉
は
、

ふ
の
い
附
ュ
込
山
地
此
ず
る
代
科
的
な
ア
段
り
も

た
ら
す
コ
ス
ト
t
幻
ぷ
較
も
踏
ま
え
た
！
と
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
口
心
的
な
が
場
は
、
ね
に
事
伶
的
な
一
殺
株
主
の
似
護
mu

（臥y、記、了J,., 13・1 21! l'i7i ヨυor;.nJ 
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た山りの

T
m机
い
か
も
人
ら
す
コ
ス

r
t深
刻
K
Lの
と
誌
誠

L
C
いると十い司、一子会。

ι 
日川

信
市

J
凶
山

残
さ
れ
P
J
諜
悲

U
K
ロ
サ
号
、
ゃ
あ

A
i
h
i
 
以
！
の
工
う
な
倹
コ
引
を
行
っ
て
き
た
が

強
制
的
公
悶
買
付
け
の
ム
円
別
性
に
つ
い
て
は
た
の
J
場
J

ヂ
刈
誌
に
は
不
山
い

て
い
な
い
。
ふ
乙
で
、
人
i
一校、

、
い
ず
れ
の
立
湯
に
げ
つ
に
せ
よ
）
何
ら
か
の
捉
一
口
を

F
る
場
台
三
段
さ
れ
に
ぷ
題
な
い
く
つ
V
不
し
、

結
び
と
す
る

吟
同
に
、
υ
第

一
斉
第
一
一
舗
で
触
れ
た
と
お
り
、
支
配
抹

τ
か、
h

一
殺
件
、
を
保
護
寸
ゐ
代
替
的
人
タ
一
段
と
、
ぷ
L

へ
制
定
法
に
、
。

結
合
企
業
法
制
を
整
備
す
る

戸、、れに

々
な
形
態
の
ー
と
の
が
考
え
う
る
」

川川

Y7L
て
は

配
権
移
転
官
後
へ
あ
る
い
は
惨
転
－
同
）

にレ」
J
2
移
松
が
な
引
っ
た
ら
λ
什

L
て
い
た
で
あ
／
J
1
ノ
悩
倍
で
、
ム
ロ
己

η
持
械
が
い
山
支
配
株
主
に

山
円
（
パ
取
、
つ
げ
一
る
権
利i
を
つ
え
る
こ
い
二
～

こ
の
よ
う
な
代
れ
宝
子
段
一
り
蕊
備
？
可
制
討
ず
る
必
要
が
あ
ろ
う
u

も
っ
と
も
、
、
ケ
れ
ま
で
結
命
企
業
渋
川
が
こ
の
よ
う
な
代
科
午
J
1伐
と
し
て
初
み
ら
れ
な
か
っ
ー
一
、
組
山
も
与
え
る
必
要
が
J

め
る
〈
例

そ
か
は
、
次
心
一
三
が
参
考
に
一
ば
ろ
う
乙
ド
f
y
や
ポ
ル
「
ガ
ル
と
い
う
に
高
度
に
禿
達
し
た
制
定
法
に
よ
る
パ
仙
台
企
業
法
制
JE布
ヲ
る

一川｝

国
で
も
、
主
犯
般
の
持
y

牡
に
一
～
山
間
同
町
民
利
け
を
強
制
す
る
制
度
が
あ
る

ν

ま
た
、

公
陀
山
円
八
山
刊
行
の
代
替
と
は
る
と
い
う
伝
統
的
以
存
え
は
、
子E
ノω

存
-c 

!,i 
d長
以
ふ
ιジ〉

ペヲ
し

る
抗：（
t出
もイ

るれの

結
合
企
業
ャ
H
W
制
が
捻
制
約

N
J
t
ワ
ノ
グ
f

L

d

わ
が
凶
の
強
制
的
公
開
買
付
け
の
制
円
、
が
こ
れ
ら
の
国
心
制
伐
と
火
き
く
円
九
な
る
附
が
為
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
L
Y

か
つ
い
く
つ
か
の
こ
J

が
〆
ど
穴
、
り
れ
る

一
つ
は
、

b
u
か
す
る
と
1
メ
～
削
権
の
移
凶
山
に
公
開
買
日
vhι
品
川
制
す
る
と
と
に

h

で
と
り
め
げ
た
も
の
以
外
の

E
的
が
あ
る
か
も
し
れ
1
6

い
と
い
た
ノ
こ
と
で
あ
る
v
h
M

、
支
配
佐

f

ぬ
い
山
川
か
り
の
一
般
株
士
心
保
設
に

ロ
匂
v
f
l」
キ
」
郎
、

f
－
）
（
 

手
伝
幻
保
議
の
一
出
市
k
k
m八
刀
に
ノ
い
て
は
、
事
後
的
な
保
設
に
。
っ
て
代
f
t
l
J
る
こ
と
が
で
、
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

r
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レ
司
こ
と
で
z
め
る

第

半
和
で
み
た
強
制
的
公
開
U
H付
打
の
も
た
ら
す
コ
ヌ
に治

制
的
欠
阪
百
片
山
刊
一
γ
C
ム
門
理
性
h
m
出
わ
っ
て
く
る
で

つ
い
く
の
詳
細
khwbuが

し
づ
は
、

た
る
3

w

ご
C
E
う
な

i
Z巾
己
実
知
的
か
つ
税
実
的
な
も
れ
が
あ
る
か
ど
弓
併
は
、

との
r
つ戸つ

第
一
に
、
他
の
支
配
権
変
動
の
対
前
と
の
一
比
較
も
必
安
で
あ
う
つ
u

e

p

れ
と
れ
の
支
配
権
設
動
の
U
九
百
の
共
同
ζ

踏
ま
、
穴
こ
で
、

体
系
的
に
整
合
性
の
あ
る
規
整
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
1
6

つ
な
い
か
ら
で
あ
る

第
四
は
、
他
の
私
的
利
託
の
1
5
き山山

の
関
係
ぜ
あ
る

ν

強
制
的
公
開
宍
付
け
に
問

F
，Q
議
論
で
は
、
支
配
捻
移
転
の
山
内

十
刊
に
お
け
る

の
保
護
が
鉱
ζ

な
っ
て
い
る

1

〆
か
し
、

よ
削
徐
に
よ
る
私
的
判
刊
誌
の
引
き
出
し
は
、
他
の
場
而
ミ
ー
も
牛
じ

m市：Cf,；公0rnr1:Iの戸 l刊に関プヨ③ •！Yム元日＇；！； 与寄与

う
る
。
そ
、
つ
す
る
と
、
支
配
株
主
に
よ
る
な
的
判
P
H
D
引
き
川
L
に
つ

ρ
て
全
体
乙
1

て
と
の
よ
う
白
川
周
撃
が
な
さ
孔
て
お
り
、
ま
た
、

日

h

－

ば
さ
れ
る
べ
き
か
を
検
対
）
、
そ
の
ト
で
tr人
配
権

FM牝
い
均
而
で
い
y

の
よ
う
な
規
撃
を

4
0
J

る

γJじ
か
を
司
？
Q

必
泌
が
あ
る

－
議
決
権
、
υ泊
I
誌
を
も
し
て
お
J

一
ず
支
配
杭
王
は
い
え
休
い
立
て
も
、
大
き
り
プ
コ
ァ
ク
在
先
相
い
し
て
い
る
在
に
つ
し

tnい
能
戸
あ

る
。
川
u
h－
－
点
、
町
4

引
を
併
せ
て
J

刊
に
一
記
陀
味
と
｝
十
J

る
。
一
色
た
、
え
肥
株
式
一

3
一
山
じ
つ
い
て
も
川
弘
一
！
大
手
な
ア
ロ
ッ
ク
の
株
式

か
ん
ヨ
と
も
の
L
V
C肘
L
A
Q「

へり
J

「
O
B
M
事

会

林
γ
人
公
町
民
い
付
汁
一
T
の
り
己
」
民
「
る
詞
査
附
究
づ
ヘ
山
、
三
一
川
市
計
山
町
立
町
究
之
、
一
ペ
、
一
－
c

一3
～
こ
う
問
題
に
問
1

ご
、
、
公
向
山
山
日
付
け
を
強
制
1
品
目
別
問
円
、
の
持
7
人
以
前
に
八
允
十
五
さ
打
、
今
な
お
upゾ
パ
ハ
ベ
げ
し
有
v

J

て
い
る
え
い
ら
九
る
の
が
、
前

川
和
…
弘
主
凶
杭
式
の
議
士
、
↑
μ
f
A
と
状
パ
売
判
刊
の
検
会
均
人
f
J

ヘ
一
〆
一
芯
～
」
一
ハ
一
叩
4

積
立
五
凶
ア
J
f

ハ
問
白
門
、
、
↓
有
九
六
い
す
4
七
山
（

九
へ
い
－
と
お
る
比
較
的
百
日
間
で
批
…
ア
的
な
す
い
起
を

K
1
し
心
の
が
、
｛
］
l
止
町
公
開
買
付
規
制
む
遅
叶
除
外
に
つ
い

F

二
科
れ
と

経
済
「
且
古
川
l
、
学
）
七
巻
二
7
J

立
一
司
（
バ
九
）
〔
川
一
企
業
買
収
ー
と
法
制
↓
曳
公
判
凶
耳
、
付
辺
制
の
叶
九
ノ
一
凶
ハ
一
立
中
央
佳
涜
1
1
、

二一
J
O
一
れ
）
川
収

J

と
あ
。
一
士
た
、
川
一
強
制
的
小
一
川
町
民
付
制
－
A
い
げ
つ
い
て
」
符
H
ζ
J
H
円
ヘ
伝

γ、
三
ヘ
巻
同
サ
六
4
R
F

つハ
J

Z

｝
、
日
前
持
古
人
口
所
以
L

今
一
間
一
近
辺
の
批
判
的
な
V
1
坊
の
代
丘
一
一
な
へ
刑
与
目
、

1
0
日
戸
川
百
九
以
刑
判
】
ば
ヘ
2
ア
ス
川
耐
究
会
の

（臥y、記、了J,., 13・1 23) l'i73 ヨυor;.nJ 



-" 
＂~－ 

出
（
川
市
絞
川
て
小
点
L
に
、
当
沼
河
郎
一
政
制
的
人
ム
問
買
い
M

制
没
心
内
検
討
」
丙
計
六
内

i
h
v
h
h
E
ヘ
二
一
一
－

t
あ
ろ
、
っ
他
つ
で
、

古
？

μ
た
fuvr
い
買
付
け
士
肯
で
叫
に
評
州
す
る
術
品
化
h

、
イ
キ
ノ
ス
ヘ
止
る
い
は
E
わ
の
ん
J

烹
ロ
収
与
ん
ロ

J

の
よ
ス
ノ
な
八
三
株
買
付
義
務
h

十川日明取

引
も
村
山
ス
－

L
l止
の
与
一
ヘ
テ
提
案
す
る

4
の
も
あ
γ

守
戸
一
川
MUと
〕
て
、
衣
川
出
支
凶
株
式
の
取
付
刀
法
一
々
山
川
市
t
j
有
利
大
νγ
お九円九九戸川

七社

Hι
仰い近
P

一
伊
来
同
六
岳
号
二
一
七
戸
九
一
）
三
役
戸
乙
し
て
、
ド
東
日
立

U
J
本
に
口
町
け
る
公
開
川
口
刊
の
収
状
」
誌
思
L

訳
出
泊
代

じ
川
山
手
町
い
へ
棉
）
日

γ

一i
〈
」
立
法
主
ム
融
出
レ
ち
の
謀
題
ヘ
仁
A
L
h
議
書
号
、
ふ
刊
一
ハ
パ
引

5
h
門
！
人
子

J

川
、
い
以
烹
陀
投
古
川
ω
h
M
研
究
μ
一
ン
タ

二
U
〔
け
一
一
一
）
こ
く
収
一
庄
で
は
、

u
山
崎

1

米
川
し
い
は
や
中

ιど
L
～
公
出
岡
山
貝
付
制
丸
心
校
討
一
刊
事
じ
二
一
号
一
司
、
一
豆
一
斗
〈
〉
ハ

力
｝
が
、
閉
店
制
的
公
開
山
口
九
八
日
汀
二
関
L
て
指
摘
さ
れ
亡
き
｛
は
々
な
門
川
原
に
も
恒
三
阜
、
配
思
し
し
は
U
J
I
い
も
、
一
公
同
巨
付
規
制
丸
一
日
品
化

γリ
令
市

一
－
す
っ
検
討
に
伯
オ
る
こ
三
｛
に
い
る
。
ょ
に
、
ト
株
五
川
公
開
河
川
ベ
規
切
に
カ
か
乙

υ一
九
仏
詩
吟
誠
忠
怖
お
公
開
門
付
訟
は
ど
口
レ
に
」

官
事
日
一
六
号
六
い
。
一
什
〆

j

一
一
つ
で
一
立
）
は
、
わ
が
国
心
強
制
的
公
開
買
い
い
け
制
ぽ
乞
存
続
女
せ
る
べ
き
〉
し
つ
づ

e

二
疋
の

↓

L
K治
的
、
品
川
起
を
v寸
論
ず
る
つ

－J
ド
在
じ
住
改
一
山
一
本
約
二
五
れ
び
伐
掲
門
一

Q
u
v
参
明
、
に
寸
よ
り
、
例
伝
来
羽
は
せ
か
ら
！
ハ
石
に
定
l
L
L
J

れ
る
こ
と
に
な
フ
～
後
述

い
つ
る
一
ム
ド
つ
に
、
立
ム
古
川
河
取
ー
リ
叫
す
〕
？
？
一
時
疋
f

冗
買
」
し
ミ
布
場
取
一

ym
ソ
除
外
さ
れ
、
持
三
伐
の
日
付
岩
山
一
川
一
…
剖
九
「
－
が
一
一
訂
の
一
喜
一
記
え

と
い
特
定

E
H
に
つ
い
二
は
な
お
い
伊
叫
ん
山
公
開
買
什
円
の
例
外
ニ
す
る
叫
に
ち
叫
J

従
来
っ
一
二
号
の
待
に
カ
加
が
れ

b
シ
ご
ざ
令
〕

－
y

一
山
川
勾
証
主
以
川
町
山
fc
の
改
正
と
公
開
宍
什
い
民
併
に
コ
し
て
は
、
蕊
本
町
一
括
王
士
一
六
円
、
森
木
批
「
強
制
ヘ
ヘ
削
岩
付
制
淀
川
適
用
統

凶
に
つ
い
て
商
事
一
じ
二
ー
ん
サ
ヘ
六
一
戸
（
ド
J
C
立
）
問
叩
点
、
主
し
一
λ
L
L
つ
一
れ
て
い
る

ア
ゴ
叫
1

成
七
位
改
主
に
よ
h

、
山
、
日
前
十
l
u
m、
六
円
τ了
一
な

J

た一

－η
土
谷
川
義
辛
一
ヂ
ィ
ヲ
ヘ
ク
ロ

l
I
ろ
制
伐
の
柊
慌
に
咋
寸
副
長
一
収
引
法
施
行
へ
寸
心

J

は
止
の
呪
市
ぺ
〔
上
商
事
六
ー
へ

3

立、

二
、
ヒ
日
｛
一
一
一
〉
二
一
〉
参
問
、
－

（o
土

川

H
J
素
晴
作
証
寺
町
帆
什
μ
心
部
改
一
ム
の
仇
主
ジ
ュ

η
一
二
八
一
い

J

一
号
一
人
」
ぺ
一
こ
向
、
一
ウ
ハ
〉
問
ぜ
い
宇
出

u

l

F
J
）
一
J
手
取
引
法
の
お
士
必
止
す
る
法
侍
ア
」
（
ド
ー
パ
ヒ
九
十
法
往
時
事
｛
公
ど
一
向
必
正
後
の
一
七
条
原
本
と
辻
y

去
の
辿
り
）

v

心
休
学
、
都
日
明
ち
ん
わ
凶
作
付
じ
仇
券
y

心
他
有
価
寸
一
J
T
て
弐
斗
い
で
定
め
勺
も
の
へ
以
下
こ
の
手
投
び
治
一
土
史
心
一
小
二
ヘ
弘
同
門

b

］沼ー

た
附
く
二

t

お
い
て
「
株
へ
ん
斗
守
」
L

i

－－
J

に
つ
し
ァ
方
向
汗
券
報
土
川
書
ち
松
山
〆
な
げ
れ
ば
な
つ
与
い
苛
わ
J
H
H

心
休
診
M
4
？
に
つ
云
、
半
一
J

故

発
行
主
い
か
川
叫
C
W
刊
に
よ
る
取
引
所
4

予
品
川
山
中
赤
川
崎
と
お
け
る
古
川
出
川
一
主
九
ん
の
ん

E
3
辺
司
民
心
刀
法
以
外
三
万
仏
に
工
る

G
酒
正
ぷ
J

の
完
川
町
尋

ι 
日川
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と
J

て
内
潤
Jrr～叫
j
、
い
が
だ
め

AYむ
の
ヘ
第
四
十
方
に
お
い
て
「
特
定
允
賀
半
J

」
と
い
う
日
）
か
同
く
沼
サ
に
お
い
L
河
て
J

に
よ
る
叫
に
付

汁
ゼ
（
針
作
芯
等
心
山
口
、
刊
行
F
C
C
松
市
山
有
悦
心
議
交
げ
士
い
＼
こ
れ
～
～
注
「
る
も
の
ど
し
は
令
立
た
け
む
ァ
Q

も
む
を
A
F
む
以
二
心
配
二
心

い
て
川

c

以
外
記
刀
守
口
け
ム
守
は
、
公
開
河
一
ね
い
「
！
に

1
Z，
な
け
れ
い
ー
す
い
ら
な
L
ι
同
口
組
部
は
改
］
小
一
部
分
）

－M
）
川
川
4
4古
川
、
一
段
的
に
は
、

υ
へ
M
小
取
引
は
託
収
法
七
朱
の
二
時
市
墳
に
し
ょ
収
引
所
よ
い
相
川
証
宇
巾
治

J

」
に
日
け
る
収
引
一
ー
あ
ゐ

ー
「
、
て
H
m
J
R
V
H
J
八
〈
浜
町
民
刊
行
の
治
月
um
京
外
と
与
え
と
つ
れ
て
い
に
「
一
ソ
－
1
4
放
出
」
「
一
汁
小
山
地
誌
決
定
ヘ
ト
累
計
イ
地
決
十
成
〕
年
三
バ
一
一
口

判

タ

七

一

号

川

二

交

、

μ
1
h
び
布
一
民
生
定
戸
点
じ
川
決
干
F
U

七
件
一
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、
ヱ
が
間
一
寸
か
被
る
町
松
竹
は
あ
る
f

ハ口～
Y

レ
、
ニ
れ
山
k
f

叩
叫
り
料
が
パ
1

じ
7

匂
「
、
、

刊～ω匂
h

凶「｛｝、ヘ
ω
【阿戸山

石
川
～
ん
だ
ャ
、
宍
町
長
心
打
私
的
利
益
心
づ
き
山
L
十
」
具
体
的
に
は
沼
｛
疋
で
き
な
〈
ー
も
そ
の
可
能
性
が
え
目
枚
、
一
心
利
得
心
計
主
に
hbhりJ
ペ

ヒ
礼
て
い
れ
ば
世
小
市
川
ば
一
千
じ
よ
か
、
仕
じ
f
L
d

止
し
の
程
度
は
小
勾
く
な
る
r

｛
判
、
守
蕊
純
一
株
式
公
開
E
H汀
山
句
史
川
町
改

ι
商

志

ご

八

ヤ
J

二
百
五
ー
一
「
九
人
ん
一
、
こ
は
、
少
約
半
つ
か
ら
の
一
判
対
取
引
で
あ
れ
J
C
も

対
象
公
社
、
υ支
配
怖
～
格
引
日
生
ず
る
ム

7
古川吻ム

J

に
は
一
散
状
王
？
も
λ
し
い
彰
却
を
吐
u
d
h
f
t
c
r」4
ワ
ヂ
／
つ
わ
る
こ
と
か
、
つ
」
原
悶

r」

L
て
い
γ

抗
百
九
け
を
表
向
日
づ
」
れ
る
一
〆
て
し
る
の
み
で
た
る
も
っ
こ
え
も
、

vrm一
前
の
部
介
て
ば
、
市
初
取
引
お
よ
び
杓

jr－
取
引
以
外
に
つ

F

豆
則
公
山
4
H
rい
け
己
強
制
守
る
市
川
由
子
戸
、
、
株
、
工
戸
凶
作
よ
り
士
山
ぺ
慌
会
ι
ド下
J

に
い
い
同
障
や
る
、
ピ
之
与
の
け
て
、
v

る
ー
ま
た
司
1

山内

υ

J

十一

山
頁
付
制
度
小
一
一
」
閉
山
引
九
日
v

口
、
同
県
一
ー
ペ
比
ヘ
ノ
一
）

E
4
阿
佐
で
1
0（

）

一れ～

F
O
R
r山
ιh2z
・
刷
掲
L
ト
一
り
一
ハ
ノ

j

一

－μむ
そ
も
そ
も
、

urJ人
当
時
に
、
的
制
的
公
開
山
氏
u
h
H
に
コ
し
て
ど
れ
ほ
ど
深
く
検
討
が
な
さ
れ
、
心

p
t
つ
い
て
も
説
ろ
余
地
ぺ
J

W

のけ

3
7

て
宇
一
る
一
ン
J

マ
シ
ワ
ム
一
店
主
民
収
弘
山
有
何
日
一
二
戸
店
、
二
、
二
百
ハ
1
1
巳
道
代

A
u
r
u
t九一一

J

定
日
一
い
制
九
九
日
体
は

3

m｝｛
J

つ
も
、
一
虫
剤
に
川
公
円
山
古
川
リ
心
割
引
は
、

f
界
え
J

3

一
会
一
口
議
前
日
な
vc
れ

こ
J

ち
な
J

ぷ
去
に
、
い
八
校
J

一
FnM主

J
U

だ
、
日
い
F
1

印
象
を
お
ノ
て
お
り
ま
F
J

乙
さ
れ
令
）
（

｛
川
叫
例
え
ば
、
三
、
子
取
引
法
研
究
会
一
一
f
券
取
引
出
む
改
疋
に
つ
ト
γ
て
二
一
パ
｝
公
府
首
刊
主
度
む
改
正
に
つ

ir
て
」
イ
ペ
ス
ト
メ
シ

w

君
主
」
↑
J

七
向
、
八
、
、
I
J

占耳、

rr庁
出
雑
誌
山

J

I

ノ
）
、
司
μ
一
収
引
一
午
、
研
究
ム
ム
副
持
取
什
ほ
の
改
一
に
づ
い
て
一
一
一
f
こ
公
開
dn

u制
夜
｜
｜
的
制
小
一
間
川
口
付
制
l
l
v
つ
い
て
ノ
ン
ベ
ス
ト
d

／1

同
八
巻

I

勺
六
戸
、
、
七
て
川
〔
神
崎
ル
一
郎
］
一
九
九
」
土
た
、

特
時
一
vu郎
ぺ
人
以
賢
什
f

司
自
の
治
月
前
u
V
叩
抗
生
崎
公
駄
目
付
紅
白
に
社
還
し
て
序
回
姐
担
ム
和
田
z
甲
人
一
七
三
点
、
部
）
川
vm

郎
先
止
川

補
足
芯
「
辺
代
企
業
1

十
川
伺
剖
占
干
の
仏
忠
一
月
一
円
、
一
九
七
で
」
半
年
六
古
川
定
問
、

ιι
川
一
は
、
只
十
日
け
乃
也
、
弔
、
山
一
見
付
者
人
f
J

心
科
校

ト
一
で
の
出
企
剖
八
口
が
三
九
ん
の
一
吉
崎
え
Jmv
場
合
に
ヘ
ヘ
山
民
ハ
刊
行
ど
が
山
川
町
y
h
v
N日
！
一
に
つ
い
v

て
ー

ivu山
本
会
社
の
ん
ん
配
梓
に
主
T
凡
な
影
特
が
及
ぶ
こ
こ

-" 
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ひ
っ
、
情
報
川
－
小
お
よ
び
収
資
者
の
ギ
ヨ
扱
い
の
主
請
が
ん
メ
い
」
｝

J

て
い
る
れ

ヘパH
J

「
O
B
M沼
会
・
前
出
向
L
J
一

り

一

一

円

、

黒

沼

e

出
拍
注
1

J

）
五
ハ
寸
ぃ
hR

（
イ
ツ
「
れ

R
M究
会
・
戸
一
山
掲
往
（
ワ
）
良
一
r

－M
）

J
E
訪
ね
川

3
〕
一
口
一
参
出
I

J

山
ノ
〉
）
ヘ
、
ド
L
M

一
七
年

J

叫
l
H
土
問
了
。
主
級
品
祢
v

～
叫
ん
＝
川
町
一
誠
論
で
）
一
リ

1
3扱
い
」
は
註
為
し
て
い

ハ
ノ
一
治
二
六
回
会
歌
山
帯
設
会
ム
リ
敬
べ
JJ

科
会
的
部
会
ぷ
「
録
」
（
ハ
）
）
主
介
三
河
川
｝
一
池
川
替
市
〆
；
合
一
一
一
三
こ
の
円
い
一
公
民
買
刊
却

制
り
迫
店
範
川
一
号
省
、
＼
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
円
初
旬
に
4

わ
r
リ
る
↓
ポ
ン
放
キ
3
1
料
の
取
得
に
m
到
し
て
り
動
き
が
あ
り
ま
守
中
之
、
車

京
社
寺
取
引
戸
川
の
【
C
切、「
Z
己
目
、
わ
ゆ
る
μ
一
八
日
外
来
引
に
お
げ
る
株
m
U
1
i
量
り
説
け
ん
一
が
わ
む
れ
に
乙
と
冶

f

一
に
ペ
い
亡
、
公
開

R
刊
明

示
三
遣
問
が
司
／
什
以
上
迫
阿
川
で
き
な
い
の
で
は
日
い
か
二
い
う
、
そ
奇
い
う
議
前
の
一
山
口
株
J

に
r

比寸心
1
1
J
4
U
段
九
百
乞
ー
与
え
々
Q
V

い
う
叡
円
’

h一戸
J

公
開
店
刊
誌
制
の
対
象
と

J

：
L
dこ
ど
を
牧
引
ず
る
必
要
が
な
い
か
し
い

7
問
遁
4

「M
Aで
ご
さ
い
ま
白
人
、
お
っ
と

i
j

、
と
れ
U
件

が
的
な
の
U
J
I
一
れ
ど
も
川
h
h
u
の
日
的
り
に
昨
日
手
段
な
d
か
は
明
ら
か
で
に
住
い

戸
灯
、
ト
け
り
井
川
「
公
出
刑
判
只
rM市
場
に
刈
」
1
J

る
J
一
－
現
杭
止
主
ム
μ
E
L斗
凶
さ
一
J
H
J

一
一
九
百
、
川
凶
六
一
一
二
ハ
一
一
ぜ
ま
た
、
「
ン
ン
ポ
ジ

り
ム
計
一
日
指
正
へ
必
二
円
九
ハ

j

一
、
一
村
達
印
有
お

J
E
も
督
府
、
口

（
山
一
削
掲
叫
比
一
円
山
）
で
述
べ
↑
立
に
、
支
一
μ准
ザ
レ
ミ
ア
ム
ル
一
構
成
す
〈

J

製
京
で
あ
る
弘
川
bU
刈
パ
↓
は
一
律
に
を
一
仏
h
i
m
－
も
の
は
い
え
な
い
〔
そ

｛
り
た
め
、
人
十
て
日
十
人
出
林
l
l
－
丹
、
株
、
下
に
「
等
に
介
配
さ
れ
る
べ
き
乙
ば
い
い
が
た
い
〈
リ
よ
机
る
し

ヘめ
J

「
O
B
M事
会
・
前
出
向
L
J
一
り
一
、
己

一
川
～
伐
に
＋
＼
阿
出
川
出
士
山
間
小
制
改
が
行
在
ず
る
ー
、
札
れ
の
制
度
に
問
題
う
あ
る
？
で
も
、
強
制
的
公
的
当
叶
円
の
コ
ス
ト
を
考
慮
す
今
二
、

一r
h
主
改
正
門
ず
る
の
が
本
坊
と
一
も
寺
メ

J

一
れ
る
h
i
り
日
州
究
会
・
主
砲
沖
宇
一
一
同
一
立

u
t
y
n

「

ヘI
H
J

舟
百
万
る

r
一
い
と
と
一
日
一
歩
達
成
百
る
た
め
に
了
一
、
人
Y
一
達
成
「
る
必
安
が
庁
一
じ
る
1

1
一
ノ
ご
と
で
た
ら
本
一
仙
切
手
持
舵
二

芸
賞
。

均

4
5
H
i

－
以
）
「
町
一
回
訪
ね
川

3
〕
論
点
～
立
巻
八
日
J
六
一
民
は
、
議
会
均
笠
ナi

凡

ル

が
J
n
F
な
取
引
♂
之
寸
で
川
吐
い
収
引
を
阪
別
づ
る
湾
出
生
一
的

討
す
る
こ
！
｝
は
μ
べ
斗
げ
と
の
ろ
う
一
1
」

L
て
ど
ハ
℃

r一
心
上
て
、
被
公
均
昌
一
ょ
ル
？
川
ゆ
が
怪
心
的
に
自
治
や
れ
る
の
は
一
株

t
京
岐
に
一
三
合
÷
一
一
人
弘
他
的
作

山
と
い
、
い
わ
ば
へ
、
古
川
刊
の
忌
常
的
支
妊
に
古
一
川
L
て、
i

ハノ数社仰にア同
h
t
A

附
林
、
ヱ
と
同
」
条
件
で
へ
廿
什
n
u
u
J
時
抗
一
一
う
る
樗
ム
ム
が
ワ
え
入
〆
れ
る
と

い
う
円
で
あ
る
L
P
f
7
7
匂一
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一日一（川～

設
株
、
下
り
保
設
の
た
山
に
は

A
D
h
J
U－
－
も
必
半
的
人
川
支
配
椛
拡
川
区
引
の
抑
ト
が
江
iA

比
さ
れ
注
げ
れ
ば
な
コ
な

ぃ
、
一
い
う
心
け
て
ば
な
い
一

｛問、

F
O
R
市
党
ム
マ
て
刷
MJA汁｛
P

一一一

（川一

T
O
R
川
山
手
一
会
・
目
指
注
（
ρ
／）二

戸
川
）
別
日
・
前
拘
れ
（
1
－t
叩
長
今
立
巻
八
日
ム
ハ
一
円
の
一
己
述
一
本
相
前
掲
、
U
一
刊
で
日
引
泊
客
間
）
は
F

七
へ
し
で
7
ぱ
一
ぷ
識
を
前
提
「

L
一
に
い
る

一－4
τ
7
J
旬
、
パ
九
る
三
に
、
円
杭
だ

um
山山町叫んい一
3

J

ヘ
ノ
一
リ
パ
答
刊
一

五

も

一

yi
－
a
一
わ
一
合
流
を
さ
て
お
い
て
！
へ
品
川
述
心
一
三
叫
刊
誌
肝
心

T
段
に
つ
い
て
の
vpソ
ァ
八
心
に
」
コ
て
は
強
制
的
公
開
l
R
Nけ
オ

片
足
す
る
こ
｝
も
可
出
℃
あ
る
っ
す
な
わ
ち
て
乙
れ
は
ν

一
般
妹
ム
の
深
寸
れ
が
必
史
F
は
な
い
ノ
刃
山
市
L
工、も、
v

心
L
べ
A
の
以
品
工
さ
J

宇
俊
市
に
伝
達
成
？

γ
え
な
v
l
－
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
事

F

山
の
似
設
｛
U
手
段
と
、
て
町
杭
山
八
小
J

閉
門
円
お
は
わ
か
円
七
で
き
る
か
も
れ
な
ρ

－
仰
木
町
ル
引
に
平
市
一
節
二
氏
己
↓
一
持
出
↓
訪
日
本
よ
）
之
一
同
じ

一
川
～
家
日
前
掲

U

1
）
一
凡
人
R
r
d
y
f
三

7
な
可
誠
ー
一
山
ノ
J
怯
に
一
刀
、
三
、
い
る
。

－
町
一
さ
ら
に
送
じ
で
、
一
九
九
日
株
王
の
侃
政
心
必
司
法
什
に
つ
t
v
て
と
れ
て
は
ぐ
小
l
八
刀
〉
刀
認
説
を
り
つ
心
で
あ
h
ば
、
一
生
、
耐
的
に
は
、
へ
主
料
室

日
目
衣
拐
yw
軍
人
ιγ

三
一
た
3
G也
、
乙
に
な
う
の
ノ

一
向
～
さ
ら
に
、
支
配
味
ァ
が
民
削
何
で
あ
る
場
へ
口
に
は
ほ
締
伐
ニ
L
てハ
u
党
内
泌
を
も
色
一
一
1
4
k

phc 
木
店
卸
一
一
口
古
川

日町一色ムハ
J

同
U

f

九
柄
拘
ー
川
一
育
心
配
一
参
同
日
）

－台
3

－
J

、
ニ
ア
士
」
へ
じ

J

J

｝

J

1

1
一

ι 
日川

一

一

日
ν

内
H
n

一z
hに
1

〕、

一
一
叫
百
汗
刈
手
四
－

に
な
る

i
b
日
以
円
九
人
口
前
掲
ド
一
2
」一

削
目
。
前
点
、
沖
、
1
J
一4

一汎…詰

土れ↑
ι
ハ
什
勺
ヱ
ハ
hH）

（｛ー（｛
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し
ろ、

a 

ド
旧
古
拐
Y

コ二
ド
14RHf

J

J

E

6

訪
ね
日
f

っ
け
〕
一

パ－戸（）

白

T
O
B
M党ム訂
e

削
何
一
注
｛
日
一
一
一

も

J
L
も
、
ご
わ
反
論
や
信
足
元
務
EJω
じ

迄
H
T

役
山
川
妊
治
の
造
戸
川
停
に
左
年
」
な
い
一
と
は
強
制
的
公
開
司
自
什
引
を
同
社
持
r
h
v
珂
川

の
円
安
J
一
県
』
誌
の
担
比
？
つ
い
て
の
出
柘
的
な
認
識
が
間
接
的
、
政
わ
れ
亡
芯
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の
と
い
九
三
と
y
t
あ
る

ヘ川川
J

又
rc権
イ
レ
ミ
F

ム
の
つ
配
と
の
出
足
立
い
え
ば
、
次
の
よ
～
三
一
な
れ
w

支
配
権
一
一
J

七
の
吋
匹
で
は
、
ん
配
梓
プ
レ
ミ
↑
？
？
刀
直
在
化
ず

る
か
、
ニ
れ
は
主
L

ゾ
」
！
え
配
株
、
下
が
伊
け
る
こ
と
カ
k

ふ
る
私
的
利
益
（
り
坑

t
同
位
シ
一
反
映
予
）
に
る
の
で
あ
打
、
μ

レ
、
、
ァ
ム
っ
き
て
支
配
株

式
ム
ゲ
売
却
づ
る
こ
げ
は
、
以
的
利
益
拡
保
心

T
段
に
山
ぎ
一
な
い
じ
え
配
株
下
ば
、
凶
常
の
会
汁
洲
、
片
の
週
伝
子
迫
山
し
〈
己
切
に
」
3

7

、！ふ品川

公
判
品
子
｝
日
刊
る
と
乙
が
て
き
る
い

PT「
す
る
と
も
単
一
に
十
F
人

ι持
移
転
の
日
川
に
お
じ
る
土
肥
持
づ
レ
～
、
一
ム
の
「
、
f
J
K
心
出
店
件
一
ど
み
る
の
で
は
た

く
、
私
的
利
益
中
路
似
で
さ
令
科
場
向
に
芯
ト
ー
る
詰
ま
が
計
三
戸
め
に
な
令
よ
う
に
枚
討
υ

な
い
れ
ば
な
乙
匂
い
で
あ
ろ
、
7
P
A
V
、
F
ニ
ζ

《こ

（】同士、口
p
p
］
F

－43t
ヌ
ロ
ミ
】
《
一
2
r
「
吉
凡
な
2
5
R
誌
に
〉
崎
氏
、
相
、
ど
へ
ヤ
ミ
入
、
3
N
b
ミ
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